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1625

3-アセト-6-メチル-2-ピロノンナトリウム塩
(4418-26-2)
5-0676

BOD :    77,  77,   77   (77)
TOC :    99,  99,   99   (99)
HPLC:  100, 100, 100 (100)

良分解性 なし

683B

｛[エチレンビス(カルバモジチオアト)](2-)｝マンガン
(12427-38-2)
［PRTR 1-49］
2-1841

BOD :      1,    1,    0    (1)
HPLC:  100, 100, 100 (100)

被験物質は変化し、2-イミダゾリジンチ
オン、1,2-エチレンビスジチオカルバミン
酸及び1,3,6-チアジアゼピン-
2,7(3H ,6H )-ジチオンを生成し、残留し
た。

有機金属のため適用外 難分解性

被験物質は全量
変化し、変化物
の一部が未同定
のため今後検討

1427

テトラオクチルスタンナン
(3590-84-9)
2-2270

BOD :    3,   3,   0(-2) (2)
HPLC:    0,   1,   3     (1)

有機金属のため適用外 難分解性 濃縮度試験

1496

イソシアン酸-3,4-ジクロロフェニル
(102-36-3)
3-2489

BOD :   0(-1), 0(-4), 0(-2) (0)
HPLC:  100,    100,   57   (86)
　
被験物質は変化して、3,4-ジクロロアニ
リン及び3,3′,4,4′-テトラクロロジフェ
ニル尿素を生成し、残留した。

3.88
*1 難分解性

被験物質は全量
変化し、変化物
の一部が未同定
のため今後検討

1640

ジクロロジフェニルシラン
(80-10-4)
3-2634

BOD :    0,   0(-1), 0   (0)
G C :  100, 100, 100 (100)

被験物質は加水分解し、ジフェニルシラ
ンジオールを生成し、残留した。

5.06
*1 難分解性

変化物(ジフェ
ニルシランジ
オール)の分配
係数試験

1648

ジノニルフェノール
(1323-65-5)
3-0526

BOD :     2,    1,   2   (2)
HPLC:   35,  11,  46  (31)

被験物質は汚泥へ吸着することが認め
られ、汚泥からの脱着が困難であった。

10.47
*1 難分解性 濃縮度試験

判定結果
( )内は既判定

後続の試験案
(試験の種類,
試験物質)

分解度(%)K番号
物質名

(CAS No.) [PRTR番号]
官報公示整理番号

分配係数
(log Pow)

濃縮倍率
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判定結果
( )内は既判定

後続の試験案
(試験の種類,
試験物質)

分解度(%)K番号
物質名

(CAS No.) [PRTR番号]
官報公示整理番号

分配係数
(log Pow)

濃縮倍率

1672

N-( 3,4,5,6-テトラヒドロフタルイミド)メチル-D,L-シス,トランス-ク
リサンテメート
(7696-12-0)
9-0839

BOD :     4,    0,   1    (2)
HPLC:   41,  33,  32  (35)

一部加水分解して、2,2-ジメチル-3-(2-
メチル-1-プロペニル)-シクロプロパンカ
ルボン酸(シス,トランス体)及びN -ヒドロ
キシメチル-3,4,5,6-テトラヒドロキシフタ
ルイミドを生成し､残留した｡

5.54
*1 難分解性 濃縮度試験

1703

2,9-ジメチルキナクリドン
(980-26-7)
5-1168

BOD    :  0(-3), 0(-3), 0(-4) (0)
重量法 :  6,      4,      0      (3) 2.47

*1 難分解性
被験物質を溶解
する溶媒がない
ため今後検討

1715

1,2,5,6-テトラブロモシクロオクタン
(3194-57-8)
3-2254

BOD :  0(-16),  2,  0(-1) (1)
G  C :  1,        0,   1     (1) 5.24

*1 難分解性 濃縮度試験

899A
4-メチル-1-ペンテン
(691-37-2)
2-0022

BOD :    0,   1,   3   (1)
G  C :    3,   1,   2   (2)
    判定結果　難分解性
 (H14年  1月 29日）

3.38
(フラスコ振とう法）

分配係数から類推

(難分解性)
高濃縮性では
ない

なし

1255

N,N,N′,N′- テトラメチルヘキサメチレンジアミン
(111-18-2)
2-0156

BOD :    1,   2,   0   (1)
TOC :    0,   0,   0   (0)
G  C :    0,   0,   0   (0)

　判定結果　難分解性
　（H9年10月28日）

2.10
(pH12)

(フラスコ振とう法)

1.70
*1

分配係数から類推

(難分解性)
高濃縮性では
ない

なし

1265

N-メチルジエタノールアミン
(105-59-9)
2-0300

BOD  :   22,   0,   0   (7)
TOC  :   60,   5,   5  (23)
HPLC:    65,   6,   4  (25)

　判定結果　難分解性
　（H9年7月30日）

<0.5
(pH9.6)

(HPLC法)

-1.50
*1

分配係数から類推

(難分解性）
高濃縮性では
ない

なし
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判定結果
( )内は既判定

後続の試験案
(試験の種類,
試験物質)

分解度(%)K番号
物質名

(CAS No.) [PRTR番号]
官報公示整理番号

分配係数
(log Pow)

濃縮倍率

1278

トリアクリル酸ペンタエリトリトール
(3524-68-3)
2-1003

BOD :   17,    6,  12  (12)
HPLC:   95,  76,  83  (85)

入手試料は変化し、モノアクリル酸ペン
タエリトリトール、ペンタエリトリトール（難
分解性、高濃縮性でない）及びアクリル
酸（良分解性）を生成した｡アクリル酸は
分解し、被験物質、不純物のジアクリル
酸ペンタエリトリトール、トリアクリル酸ペ
ンタエリトリトールモノカルバルデヒド及
び変化物のモノアクリル酸ペンタエリトリ
トール、ペンタエリトリトールは残留した。
　判定結果　難分解性
　（H11年4月27日）

1.1
(HPLC法)

0.91
*1

分配係数から類推（被験物質のlog
Powは1.1。モノアクリル酸ペンタエリト
リトールは被験物質より極性が高い。
ペンタエリトリトールは高濃縮性でな
い判定済み。）

(難分解性）
高濃縮性では
ない

なし

1379

N-メチル-N,N-ビス(2-ジメチルアミノエチル)アミン
(3030-47-5)
2-0147

BOD :    0,   0,   0   (0)
TOC :    0,   0,   1   (0)
G  C :    0,   1,   1   (1)

　判定結果　難分解性
　（H12年7月26日）

0.04
(pH12)

(フラスコ振とう法)

-0.57
*1

分配係数から類推

(難分解性）
高濃縮性では
ない

なし

1450

2,3-ジメチルニトロベンゼン
(83-41-0)
3-0399

BOD  :    0,   0,   0   (0)
HPLC:    0,   0,   0   (0)

　判定結果　難分解性
　（H13年3月27日）

2.85
(フラスコ振とう法)

2.83
*3

分配係数から類推

(難分解性）
高濃縮性では
ない

なし

1481

テトラクロロフタロニトリル
(1953-99-7)
3-1783

BOD  :    2,   0,   0   (1)
HPLC:    0,   0,   0   (0)

　判定結果　難分解性
　（H12年6月21日）

3.00
(フラスコ振とう法)

分配係数から類推

(難分解性）
高濃縮性では
ない

なし

1597

トリス(２－ヒドロキシエチル)イソシアヌル酸アクリル酸エステル
(40220-08-4)
5-1060

BOD :    24,    0,  12  (12)
TOC :    44,  16,  49  (36)
HPLC:  100,  53, 100  (84)

被験物質は試験液中で変化し、被験物
質より極性が高いトリス(2-ヒドロキシエチ
ル)イソシアヌル酸、トリス(2-ヒドロキシエ
チル)イソシアヌル酸モノアクリル酸エス
テル及びトリス(2-ヒドロキシエチル)イソ
シアヌル酸ジアクリル酸エステルが残留
した。

　判定結果　難分解性
　（H14年5月29日）

1.9
(HPLC法)

分配係数から類推（被験物質の
logPowは1.9。変化物はいずれも被
験物質より極性が高い。）

(難分解性）
高濃縮性では
ない

なし
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判定結果
( )内は既判定

後続の試験案
(試験の種類,
試験物質)

分解度(%)K番号
物質名

(CAS No.) [PRTR番号]
官報公示整理番号

分配係数
(log Pow)

濃縮倍率

1650

3,5-ジ-tert -ブチルサリチル酸
(19715-19-6)
3-3034

BOD :    0,   0,   0   (0)
HPLC:   0,   2,   0   (1)

　判定結果　難分解性
　（H15年5月20日）

6.06
*1

1区：≦2.4～4.1
2区：≦23
脂質含有率
開始前   3.38%
終了後   3.02%

(難分解性）
高濃縮性では
ない

なし

1655

3-（N -シクロヘキシル-N -メチルアミノ）-6-メチル-7-アニリノフルオ
ラン
(55250-84-5)
5-3631 BOD :0(‐8),0(-6),0(-3)(0)

HPLC:    0,   0,   0    (0)

　判定結果　難分解性
　（H15年6月20日）

8.60
*1

1区： 2400
2区： 2500
脂質含有率
開始前   2.58%
終了後   3.80%

(難分解性）
高濃縮性では
ない

なし

1714

イソプロピルテトラヒドロナフタレン
(26916-60-9)
4-0577 BOD :    3,   2,   1   (2)

G C  :    0,   0,   0   (0)

　判定結果　難分解性
　（H16年3月17日）

5.28
*1

ピークA
1区： 2000
2区： 1400
ピークB
1区： 2000
2区： 1900
脂質含有率
開始前  3.43%
終了後  3.85%

(難分解性）
高濃縮性では
ない

なし

264C

トリエチルジフェニル
(42343-17-9)
4-0016

BOD :    0,   0,   0   (0)
G  C :    5,   1,   1   (2) 6.87

*1

ピークA
1区： 2400
2区： 5800
ピークB
1区： 1100
2区： 1600
ピークC
1区： 1800
2区： 5300
ピークD
1区： 1400
2区： 1400～3700
ピークE
1区：  790
2区： 1300

開始前   3.30%
終了後   4.73%

難分解性
高濃縮性

なし
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判定結果
( )内は既判定

後続の試験案
(試験の種類,
試験物質)

分解度(%)K番号
物質名

(CAS No.) [PRTR番号]
官報公示整理番号

分配係数
(log Pow)

濃縮倍率

1231

N,N -ジシクロヘキシル-2-ベンゾチアゾリルスルフェンアミド
(4979-32-2)
5-0526

BOD  :    0,   0,   0   (0)
HPLC:    4,   6,   0   (3)

　判定結果　難分解性
　（H7年3月24日）

4.80以上
(フラスコ振とう法）

                 脂質含量
1区：   15～   80　　3.9%
2区：   74～ 316　　3.9%
3区：  331～ 916 　 4.0%
4区：1150～3950　　4.0%
5区：3380～7310　　3.7%
 
6区：6000　開始前  2.58%
　　　　　    終了後  2.10%

(難分解性)
高濃縮性

なし

*1   Kowwin v1.66 SRC-LOGKOW for Microsoft Windowsによる計算値
*2   The Physical Properties Database (Syracuse Reserch Corporation)による実測値
*3   Deneer, JW et al.(1987)による実測値

 [実施機関]　K-683B　　　　　　　　　　　　株式会社 三菱化学安全科学研究所

　　　　　　K-1625,1640,1648,1672　　　　 株式会社 日本医学臨床検査研究所

　　　　　　上記以外　　　　 　　　　　 　財団法人 化学物質評価研究機構

S

N
S N
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整理番号 Ｋ－１６２５ （ＮＥＤＯ ２９９，５－０６７６） 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 

３－アセト－６－メチル－２－ピロノンナトリウム塩 事業対象年度  平成１６年度 契 約   年    月    日 契 約   年    月    日 

(4418-26-2) 試験期間  16.11. 2～17. 1.25 試験期間   .  .  ～  .  .  試験期間   .  .  ～  .  .   

 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 

試  験  濃  度 試  験  濃  度 試  験  濃  度 

被験物質  100 mg/L 

 

汚  泥   30 mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

本試験期間 ４ 週間 本試験期間   週間 本試験期間   週間 

BOD  77, 77, 77 (77)％     間
 

接       

間

接

間
 

接

構造式（示性式）・物理化学的性状 

 

TOC  99, 99, 99 (99)％     

分子式 Ｃ８Ｈ７ＮａＯ４       分子量 １９０.１３ HPLC 100,100,100(100)％

純 度＊１ 99.4％ 外 観   白色結晶性粉末 

試

験

結

果
直
 

接

      

試

験

結

果
直

接

試

験

結

果
直
 

接

不純物（物質名，含有率）  
残り 0.6％は不明 

審査部会 第 ４７ 回 
 
 １７年 ９月３０日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

溶解度（対水，その他） 
 

対水＊２ 33wt%（25℃） 
 

判 定  判 定  判 定  
融 点 

測定不可 
(270℃から淡黄色に変化) 
(一水和物として) 

密 度 
1.443g/cm3（25℃） 
(一水和物として) 

１－オクタノール／水分配係数 

 

ＬＤ５０ 
500 mg/kg 
(ラット, 経口) 

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 

安定性 

 

用 途＊３ 保存料、有機合成剤（可塑剤） 

生産量（ 年）  

試 料   購入先 和光純薬工業

経済産業公報発表年月日   年    月    日

備 考 
 
 

1.回収率※ 

（ 水 ＋被験物質）系 100％ 

（汚泥＋被験物質）系 100％ 
 
※試験液を直接分析機器に導入。 

 

2.実施機関 

・株式会社 日本医学臨床検査研究所 

 

 

備 考 
 
 

 

 

備 考 
 
 

 

 

OH3C

O

O

C
CH3

O-  Na+

*1 和光純薬工業添付資料による。  *2 Hazardous Substances Data Bank (U.S. National Library of Medicine)(2004/11)による。 

*3 14705 の化学商品（化学工業日報社）による。 

 



整理番号 Ｋ－６８３Ｂ （ＮＥＤＯ ２４，２－１８４１） 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 

{[エチレンビス(カルバモジチオアト)](２－)}マンガン  事業対象年度  平成１６年度 契 約   年    月    日 契 約   年    月    日 

[別名：マンネブ]  (12427-38-2) 試験期間 17. 1.19～17. 3.16 試験期間   .  .  ～  .  .  試験期間   .  .  ～  .  .   

PRTR 1-49 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 

試  験  濃  度 試  験  濃  度 試  験  濃  度 

被験物質  100 mg/L 

 

汚  泥   30 mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

本試験期間 ４ 週間 本試験期間   週間 本試験期間   週間 

BOD   1,  1,  0   (1)     間
 

接       

間

接

間
 

接

構造式（示性式）・物理化学的性状 

 

 

H2C CH2

NHNH
C C

S
SS

S
Mn

 

HPLC 100,100,100 (100)     

分子式 Ｃ４Ｈ６ＭｎＮ２Ｓ４        分子量 ２６５.３０

純 度＊１ 90.2％ 外 観   灰黄色粉末 

試

験

結

果
直
 

接

      

試

験

結

果
直

接

試

験

結

果
直
 

接

不純物（物質名，含有率） 
 
残り 9.8％については不明 

審査部会 第 ４７ 回 
 
 １７年 ９月３０日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

融 点＊２ 192～204℃(分解) 

溶解度（対水，その他） 
 
対水＊４ 216～230mg/L 

判 定  判 定  判 定  

沸 点   

比 重＊２ ｄ２５
４  1.92 

１－オクタノール／水分配係数 

有機金属のため適用外 

ＬＤ５０
＊３ 

4,500 mg/kg(ラット､経口) 
4,000 mg/kg(マウス､経口) 

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 

安定性 

 

用 途＊３ 殺菌剤 

生産量（ 年）  

試 料  購入先 和光純薬工業 残留農薬試験用 

経済産業公報発表年月日   年    月    日

備 考 
 
1.回収率 

（ 水 ＋被験物質）系 84％ 

（汚泥＋被験物質）系 84％ 

 

2.実施機関 

・株式会社 三菱化学安全科学研究所

 

 

 
 
3. 特記事項 

・被験物質は変化し、２-イミダゾ

リジンチオン(5-0432,難分解,

低濃縮)を 64～68％、１,２-エチ

レンビスジチオカルバミン酸

(2-1808, log Kow = 0.62＊５)を

2～3％、１,３,６-チアジアゼピ

ン-２,７(3H,6H)-ジチオン(新

規物質, log Kow = -1.00＊５)を

15～21％生成し、残留した。また、

総マンガンとして100～112％検出さ

れた。 

備 考 
 
 

 

 

*1 和光純薬工業添付資料による。  *2 Hazardous Substances Data Bank(U.S. National Library of Medicine)(2002)による。  *3 有機化合物辞典（講談社）による。 
*4 http://www.cdpr.ca.gov/docs/empm/pubs/fatememo/maneb.pdf (2004/11)による。  *5 Kowwin v 1.66 による計算値。 

 



整理番号 Ｋ－１４２７ （ＮＥＤＯ２９８，２－２２７０） 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 

テトラオクチルスタンナン (3590-84-9) 事業対象年度  平成１６年度 契 約    年    月    日 契 約   年    月    日 

 試験期間 17.2.2 ～17. 4.21 試験期間   .  .  ～  .  .   試験期間   .  .  ～  .  .   

 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 

試  験  濃  度 試  験  濃  度 試  験  濃  度 

被験物質  100 mg/L 
 

汚  泥   30 mg/L 

被験物質      mg/L 
 

汚  泥      mg/L 

被験物質      mg/L 
 

汚  泥      mg/L 

本試験期間 ４ 週間 本試験期間   週間 本試験期間   週間 

BOD  3,  3, 0(-2) (2)％     間 
接       

間 
接

間 
接

構造式（示性式）・物理化学的性状 
 
 
 

HPL
C  0,  1,  3   (1)％     

分子式 Ｃ３２Ｈ６８Ｓｎ 分子量 ５７１.５９       

純 度＊１       100％ 外 観   無色液体 

試

験

結

果
直
 

接

試

験

結

果
直
 

接

試

験

結

果
直
 

接

不純物（物質名，含有率） 
 

 
審査部会 第 ４７ 回 
 
 １７年 ９月３０日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

融 点  

溶解度（対水，その他） 
 
対水 10 mg/L 以下(25℃) 
対テトラヒドロフラン 10 g/L 以上 
対酢酸エチル 10 g/L 以上 

判 定  判 定  判 定  

沸 点＊２ 224℃（1.3hPa） 

密 度＊２ 0.9605 g/cm3(20℃) 

１－オクタノール／水分配係数 
有機金属のため適用外 

ＬＤ５０
＊２ >4000 mg/kg(oral, rat) 

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 

安定性 
 

用 途  

生産量（ 年)  

試 料 購入先
Merk Ltd.  商 品 名  TETRAOCTYLTIN FOR 
SYNTHESIS 

経済産業公報発表年月日   年    月    日 

備 考 
 
 
1.回収率 
（ 水 ＋被験物質）系 93.1％ 
（汚泥＋被験物質）系 93.8％ 
 
2.実施機関 
・財団法人 化学物質評価研究機構 
 
3.特記事項 
・分解度が負の値に算出されたため、

カッコ内にその計算値を示す。 

備 考 
 
 
 
 

備 考 
 
 
 
 

Sn

(CH2)7CH3

CH3(H2C)7

(CH2)7CH3

(CH2)7CH3

*1 HPLC による。  *2 IUCLID Dataset(2000)による。 
 

 



整理番号 Ｋ－１４９６ （ＮＥＤＯ３０１，３－２４８９） 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 

イソシアン酸－３,４－ジクロロフェニル  (102-36-3) 事業対象年度  平成１６年度 契 約   年    月    日 契 約   年    月    日 

 試験期間  16.11.26～17. 4.19 試験期間   .  .  ～  .  .  試験期間   .  .  ～  .  .   

 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 

試  験  濃  度 試  験  濃  度 試  験  濃  度 

被験物質  100 mg/L 

 

汚  泥   30 mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

本試験期間 ４ 週間 本試験期間   週間 本試験期間   週間 

BOD 0(-1),0(-4),0(-2)(0)％     間
 

接       

間

接

間
 

接

構造式（示性式）・物理化学的性状 

 

 

Cl
Cl

NCO

 
HPLC 100,100, 57 (86)％     

分子式 Ｃ７Ｈ３Ｃｌ２ＮＯ        分子量 １８８.０１

純 度＊１ 98.9％ 外 観   白色結晶 

試

験

結

果
直
 

接

      

試

験

結

果
直

接

試

験

結

果
直
 

接

不純物（物質名，含有率） 
 

残り 1.1％は不明 

審査部会 第 ４７ 回 
 
 １７年 ９月３０日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

融 点＊２ 41℃ 

溶解度（対水，その他） 
 

対水 変化のため測定不可 

対メタノール 10 g/L 以上 
 判 定  判 定  判 定  

沸 点＊２ 243.1℃（1013hPa） 

密 度＊２ 1.39 g/cm3(50℃) 

１－オクタノール／水分配係数＊４

log Kow = 3.88 

ＬＤ５０
   

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 

安定性 

 

用 途＊３ ウレタンホーム原料、農薬合成原料 

生産量（ 年）  

試 料   購入先 東京化成工業

経済産業公報発表年月日   年    月    日

備 考 
 
 

1.回収率※ 

（ 水 ＋被験物質）系 100％ 

（汚泥＋被験物質）系 100％ 
 
※試験液をアセトニトリルで希釈

して分析機器に導入。 

 

2.実施機関 

・財団法人 化学物質評価研究機構 

 
 
 

3.特記事項 

・被験物質は全て又は一部変化し、3,4－ジクロロアニリン

(3-0261,K-243,S52.3.15(31)難分解 S53.12.18(48)低濃縮、log 

Kow = 2.37＊４)及び 3,3′,4,4′－テトラクロロジフェニル尿素(新規

物質,log Kow = 5.55＊４)を生成し、残留した。 

 

・分解度が負の値に算出されたため、カッコ内にその計算値を示す。 

*1 東京化成工業添付資料による。  *2 International Uniform Chemical Information Database(European Chemicals Bureau)(Edition 2000)による。 
*3 有機化合物辞典（講談社）による。  *4 Kowwin v 1.66 による計算値。 

 



整理番号 Ｋ－１６４０ （ＮＥＤＯ２０７，３－２６３４） 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 

ジクロロジフェニルシラン  (80-10-4) 事業対象年度  平成１６年度 契 約   年    月    日 契 約   年    月    日 

 試験期間  16.11. 4～16.12.28 試験期間   .  .  ～  .  .  試験期間   .  .  ～  .  .   

 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 

試  験  濃  度 試  験  濃  度 試  験  濃  度 

被験物質  100 mg/L 

 

汚  泥   30 mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

本試験期間 ４ 週間 本試験期間   週間 本試験期間   週間 

BOD  0, 0(-1), 0  (0)％     間
 

接       

間

接

間
 

接

構造式（示性式）・物理化学的性状 

 

 

 

Si
Cl

Cl

 

G C 100,100,100(100)％     

分子式 Ｃ１２Ｈ１０Ｃｌ２Ｓｉ        分子量 ２５３.２０

純 度＊１ 100.0％ 外 観   無色澄明液体 

試

験

結

果
直
 

接

      

試

験

結

果
直

接

試

験

結

果
直
 

接

不純物（物質名，含有率） 
 
 

審査部会 第 ４７ 回 
 
 １７年 ９月３０日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

融 点＊２ -22℃ 

溶解度（対水，その他） 
 

対水  水中変化のため測定不可

判 定  判 定  判 定  

沸 点＊３ 304～305℃ 

比 重＊３ d２５
４  1.218 

１－オクタノール／水分配係数 

log Kow = 5.06＊４ 

ＬＤ５０
   

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 

安定性 

 

用 途   

生産量（ 年）  

試 料   購入先 和光純薬工業

経済産業公報発表年月日   年    月    日

備 考 
 
1.回収率(ジフェニルシランジオール) 

（ 水 ＋被験物質）系 101％ 

（汚泥＋被験物質）系 104％ 

 

2.実施機関 

・株式会社 日本医学臨床検査研究所

 

3.特記事項 

・被験物質は試験液中で加水分解

し、ジフェニルシランジオール

(3-2638，logKow=2.03＊４)を 99

～107％生成し、残留した。 

 
 
・分解度が負の値に算出された

ため、カッコ内にその計算値を

示す。 

 

 

備 考 
 
 

 

 

*1 和光純薬工業添付資料による。  *2 Hazardous Substances Data Bank(U.S. National Library of Medicine)(2002/5)による。 
*3 有機化合物辞典（講談社）による。  *4 Kowwin v 1.66 による計算値。 

 



整理番号 Ｋ－１６４８ （ＮＥＤＯ２１７，３－０５２６） 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 

ジノニルフェノール  (1323-65-5) 事業対象年度  平成１６年度 契 約   年    月    日 契 約   年    月    日 

 試験期間  14.12.10～15. 1.23  試験期間   .  .  ～  .  .  試験期間   .  .  ～  .  .   

 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 

試  験  濃  度 試  験  濃  度 試  験  濃  度 

被験物質  100 mg/L 

 

汚  泥   30 mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

本試験期間 ４ 週間 本試験期間   週間 本試験期間   週間 

BOD   2,  1,  2  (2)％     間
 

接       

間

接

間
 

接

構造式（示性式）・物理化学的性状 

 

 

OH

C9H19

C9H19  
 

HPLC  35, 11, 46 (31)％     

分子式 Ｃ２４Ｈ４２Ｏ        分子量 ３４６.５９

純 度＊        99％ 外 観   淡黄褐色粘稠液体 

試

験

結

果
直
 

接

試

験

結

果
直

接

試

験

結

果
直
 

接

不純物＊（物質名，含有率） 
 

水分 0.007％ 

フェノール及び不明物 0.993% 

審査部会 第 ４７ 回 
 
 １７年 ９月３０日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

融 点  測定不可（多成分のため） 

溶解度（対水，その他） 
 
測定不可（多成分であり、正確
な溶解度は得られないと判断
した。） 

判 定  判 定  判 定  

沸 点  測定不可（多成分のため） 

密 度＊ 0.911 g/cm3(20℃) 

１－オクタノール／水分配係数 

log Kow = 10.47 

(Kowwin v 1.66 による計算値) 

ＬＤ５０
   

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 

安定性 

 

用 途   

生産量（ 年）  

試 料    

経済産業公報発表年月日   年    月    日

備 考 
 
1.回収率 

（ 水 ＋被験物質）系 97.7％ 

（汚泥＋被験物質）系 96.5％ 
 
2.実施機関 

・株式会社 日本医学臨床検査研究所 
 
3.特記事項 

・提供試料は HPLC 分析でピーク 

数 20～30 本の多成分の混合物

である。 
 
・被験物質は汚泥に吸着すること

を確認した。 

備 考 

 

備 考 
 
 

 

 

* 提供先添付資料による。 
 

 



整理番号 Ｋ－１６７２ （ＮＥＤＯ２４３，９－０８３９） 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 

Ｎ－（３,４,５,６－テトラヒドロフタルイミド）メチル－D,L－シス, 事業対象年度  平成１６年度 契 約   年    月    日 契 約   年    月    日 

トランス－クリサンテメート 試験期間  16.11.11～17. 2.15 試験期間   .  .  ～  .  .  試験期間   .  .  ～  .  .   

[別名：テトラメトリン]  (7696-12-0) 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 

試  験  濃  度 試  験  濃  度 試  験  濃  度 

被験物質  100 mg/L 

 

汚  泥   30 mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

本試験期間 ４ 週間 本試験期間   週間 本試験期間   週間 

BOD   4,  0,  1  (2)％     間
 

接       

間

接

間
 

接

構造式（示性式）・物理化学的性状 

N

O

CH2
O

O

CH3

CH3

CHC
H3C

H3C

O

 HPLC  41, 33, 32 (35)％     

分子式 Ｃ１９Ｈ２５ＮＯ４        分子量 ３３１.４１

純 度＊１ 98.6％ 外 観   微黄色固体 

試

験

結

果
直
 

接

      

試

験

結

果
直

接

試

験

結

果
直
 

接

不純物（物質名，含有率） 
 
 

審査部会 第 ４７ 回 
 
 １７年 ９月３０日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

融 点＊２ 68～70℃ 

溶解度＊２（対水，その他） 
 

対水 1.83 mg/L(25℃) 
 

判 定  判 定  判 定  

沸 点＊２ 180～190℃(0.1 mmHg) 

比 重＊２ d２０
２０ 1.108 

１－オクタノール／水分配係数＊３

log Pow = 5.54 

ＬＤ５０
＊２ >20 g/kg (oral, rat) 

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 

安定性 

 

用 途＊４ 殺虫剤 

生産量（ 年）  

試 料   購入先 AccuStandard

経済産業公報発表年月日   年    月    日

備 考 
 
 

1.回収率※ 

（ 水 ＋被験物質）系 100％ 

（汚泥＋被験物質）系 100％ 
 
※試験液をアセトニトリルで希釈

して分析機器に導入。 

 

2.実施機関 

・株式会社 日本医学臨床検査研究所

 

 

 
 
 

3.特記事項 

・被験物質は一部加水分解して、

２,２-ジメチル-３-(２-メチル-

１-プロペニル)-シクロプロパン

カルボン酸(シス,トランス体,新規

物質,log Kow = 3.49＊3)及びＮ-

ヒドロキシメチル-３,４,５,６-

テトラヒドロキシフタルイミド

(5-0093, log Kow = -0.59＊3)を

生成し、残留した。 

備 考 
 
 

 

 

*1 GC による。  *2 Hazardous Substances Data Bank(U.S. National Library of Medicine)(2002/8)による。  *3 Kowwin v 1.66 による計算値。 
*4 環境保健クライテリア 98 による。 

 



整理番号 Ｋ－１７０３ （ＮＥＤＯ２７３，５－１１６８） 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 

２,９－ジメチルキナクリドン  (980-26-7) 事業対象年度  平成１６年度 契 約   年    月    日 契 約   年    月    日 

 試験期間 17. 2. 4～17. 4.12 試験期間   .  .  ～  .  .  試験期間   .  .  ～  .  .   

 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 

試  験  濃  度 試  験  濃  度 試  験  濃  度 

被験物質  100 mg/L 

 

汚  泥   30 mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

本試験期間 ４ 週間 本試験期間   週間 本試験期間   週間 

BOD 0(-3),0(-3),0(-4)(0)％     間
 

接       

間

接

間
 

接

構造式（示性式）・物理化学的性状 

 

 

O

H
N

N
H

O
CH3

H3C

 
重量法   6,  4,  0  (3)％     

分子式 Ｃ２２Ｈ１６Ｎ２Ｏ２       分子量 ３４０.３７  

純 度＊１ 99.9%以上 外 観   赤色粉末 

試

験

結

果
直
 

接

      

試

験

結

果
直

接

試

験

結

果
直
 

接

不純物（物質名，含有率）＊１ 
 
水分 0.1％未満 

審査部会 第 ４７ 回 
 
 １７年 ９月３０日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

融 点 400℃以上 判 定  判 定  判 定  

沸 点 測定不可 

比 重＊１ 1.6 

溶解度（対水，その他） 
 

対水 0.8 mg/L 以下(25℃) 
 （参考値） 
対テトラヒドロフラン 100 mg/L 以下
対クロロホルム 100 mg/L 以下
対ジメチルホルムアミド 100 mg/L 以下
対ジメチルスルホキシド 100 mg/L 以下
対ヘキサフルオロイソプロパノール 
 100 mg/L 以下

ＬＤ５０  

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 

１－オクタノール／水分配係数 

log Kow = 2.47 

（Kowwin v 1.66 による計算値）

用 途＊２ 塗料、インキ、プラスチックなどの着色 

生産量（ 年）  

試 料    

経済産業公報発表年月日   年    月    日

備 考 
 
 

1.実施機関 

・財団法人 化学物質評価研究機構 

 

2.特記事項 

・被験物質を溶解する溶媒がないた

め、重量法で直接定量を行った。  

 

・分解度が負の値に算出されたため、

カッコ内にその計算値を示す。 

 

備 考 
 
 

 

 

備 考 
 
 

 

 

*1 提供先添付資料による。  *2 14705 の化学商品（化学工業日報社）による。 

 

 



整理番号 Ｋ－１７１５  （ＮＥＤＯ２８７，３－２２５４） 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 

１,２,５,６－テトラブロモシクロオクタン  (3194-57-8) 事業対象年度  平成１６年度 契 約    年    月    日 契 約   年    月    日 

 試験期間 16.11.25～17. 2. 4 試験期間   .  .  ～  .  .   試験期間   .  .  ～  .  .   

 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 

試  験  濃  度 試  験  濃  度 試  験  濃  度 

被験物質  100 mg/L 
 

汚  泥   30 mg/L 

被験物質      mg/L 
 

汚  泥      mg/L 

被験物質      mg/L 
 

汚  泥      mg/L 

本試験期間 ４ 週間 本試験期間   週間 本試験期間   週間 

BOD 0(-16), 2, 0(-1)(1)％     間 
接       

間

接

間 
接

構造式（示性式）・物理化学的性状 
 
 
 

Br

Br

Br

Br  

G C   1,  0,  1  (1)％     

分子式 Ｃ８Ｈ１２Ｂｒ４ 分子量 ４２７.８０       

純 度＊１       98.3％ 外 観   白色粉末 

試

験

結

果
直

 
接

試

験

結

果
直

接

試

験

結

果
直

 
接

不純物（物質名，含有率） 
 

残り 1.7％は不明 
審査部会 第 ４７ 回 
 
 １７年 ９月３０日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

融 点＊２ 97～105℃ 

溶解度（対水，その他） 
 

対水 10 mg/L 以下(25℃)
対酢酸エチル 10 g/L 以上 
 

判 定  判 定  判 定  

沸 点  測定不可 

比 重＊２ 2.37 

１－オクタノール／水分配係数  
log Kow = 5.24 

(Kowwin v 1.66 による計算値) 

ＬＤ５０  

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 

安定性 
 

用 途＊３  発泡ポリスチレン用難燃剤 

生産量  

試 料    

経済産業公報発表年月日   年    月    日 

備 考 
 
 
1.回収率 
（ 水 ＋被験物質）系 95.7％ 
（汚泥＋被験物質）系 95.1％ 
 
2.実施機関 
・財団法人 化学物質評価研究機構 
 
3.特記事項 
・分解度が負の値に算出されたため、カ

ッコ内にその計算値を示す。 

備 考 
 
 
 
 

備 考 
 
 
 
 

*1 GC による。  *2 提供先添付資料による。  *3 14705 の化学商品（化学工業日報社）による。 
 

 



整理番号 Ｋ－８９９Ａ （ＮＥＤＯ１０１，２－００２２） 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 

４－メチル－１－ペンテン  (691-37-2) 契 約   13 年   3 月  28 日   年    月    日 契 約   年    月    日 

試験期間 13. 9. 7～13.12. 5 試験期間   .  .  ～  .  .     .  .  ～  .  .   

 試験装置   標 ・ 揮 

試  験  濃  度 試  験  濃  度 試  験  濃  度 

被験物質  100 mg/L 

汚  泥   30 mg/L 

被験物質      mg/L 
 

汚  泥      mg/L 

本試験期間   週間 本試験期間   週間 

BOD   0,  1,  3  (1)％     間 
接       

間 間 
接

 

 

試

直
 

接

      

試

験

結

果
直

接

試

験

結

果
直

 
接

契 約

 試験期間 

  標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 試験装置 

構造式（示性式）・物理化学的性状 

  
汚  泥      mg/L 

被験物質      mg/L 
 
 
 

本試験期間 ４ 週間 

接

H2C CHCH2CHCH3

CH3

G C   3,  1,  2  (2)％     

分子式 Ｃ６Ｈ１２ 分子量 ８４.１６       

純 度＊１ ① 98.1％ ② 99.9％ 外 観   無色透明の液体 

不純物（物質名，含有率） 
 

 
審査部会 第 １１ 回 
 
 １４年 １月２９日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

審査部会 第   回 

   年  月  日開催 

融 点＊２ -153.6℃ 

溶解度（対水，その他） 
 

対水＊２ 48 mg/L(20℃) 
対ドデカン 10 g/L 以上 
対ジメチルスルホキシド 10 g/L 以上 
対 1-オクタノール  1 g/L 以上 判 定 難分解性 判 定  判 定  

沸 点＊３ 53～54℃ 

密 度＊１ ① 0.662 g/cm3(20℃) 
② 0.664 g/cm3(20℃) 

１－オクタノール／水分配係数  
log Pow = 3.38 

(フラスコ振とう法) 

ＬＤ５０
   

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 

解離定数 
解離基なし 

用 途   

生産量（ 年）  

試 料  購入先 和光純薬工業 和光特級 

経済産業公報発表年月日   年    月    日 

備 考 
 
 
1.回収率 
（ 水 ＋被験物質）系 90.1％ 
（汚泥＋被験物質）系 92.6％ 
 
2.実施機関 
・財団法人 化学物質評価研究機構 
 

備 考 
 
 
 
 

備 考 
 
 
 
 

験

結

果

 

*1 和光純薬工業添付資料による。  *2 Handbook of Environmental Data on Organic Chemicals(3rd Edition)による。 
*3 Sigma-Aldrich Material Safety Data Sheets(11/1998-1/1999)による。  ① 分解度試験  ② 分配係数試験 
 
 



濃縮度試験 事業対象年度 平成１４年度 濃縮度試験契約    年   月   日 毒 性 試 験 

試験期間 １５． ４．２１ ～ １５． ５．２８ 試験期間   ．  ．   ～   ．  ．   

試験装置 標・揮 LC50 値      mg/L(  hr)魚種(    ) 試験装置 標・揮 LC50 値      mg/L(  hr)魚種(    ) 

水槽設定濃度 (     ) 水槽設定濃度 (     ) 

依

頼

  年  月  日 

分 散 剤 
 

分 散 剤  
 

被験物質

 

被験物質
  

 
  

第 1 濃度区 第 1 濃度区

第 2 濃度区 第 2 濃度区

第 3 濃度区 第 3 濃度区

濃 縮 倍 率 脂質含有率 開始前     ％ 
終了後     ％ 魚種(  ) 濃 縮 倍 率 脂質含有率

開始前     ％ 
終了後     ％ 魚種(  ) 

 日後 日後 日後 日後 日後  日後 日後 日後 日後 日後

水槽濃度 (    ) 水槽濃度 (    ) 
第 
1 倍  率 

第
1 倍  率 

水槽濃度 (    ) 水槽濃度 (    ) 
第 
2 倍  率 

第
2 倍  率 

水槽濃度 (    ) 水槽濃度 (    ) 
第 
3 倍  率 

第
3 倍  率 

審査部会 第 ４７ 回 １７年  ９月 ３０日 開催 審査部会 第   回   年   月   日 開催 

判定結果  判定結果  

備 考 
 
 
 

分配係数から類推 
 
 
  
［実 施 機 関 ］財団法人 化学物質評価研究機構 

備 考 

 
 

 
経過 

 

   

    

    

    

     
     
     
     
     
     
     
     
     

    

    

    

     
     
     
     
     
     
     
     
     

 
 

 



整理番号 Ｋ－１２５５ （ＮＥＤＯ３０３，２－０１５６） 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 

Ｎ,Ｎ,Ｎ′,Ｎ′－テトラメチルヘキサメチレンジアミン 指 示    8 年   5 月  13 日 指 示   年    月    日 指 示   年    月    日 

(111-18-2) 試験期間  9. 7. 9～ 9. 9.17 試験期間   .  .  ～  .  .  試験期間   .  .  ～  .  .   

 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 

試  験  濃  度 試  験  濃  度 試  験  濃  度 

被験物質  100 mg/L 

 

汚  泥   30 mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

本試験期間 ４ 週間 本試験期間   週間 本試験期間   週間 

BOD   1,  2,  0  (1)％     間
 

接       

間

接

間
 

接

構造式（示性式）・物理化学的性状 

 

 

 

CH2CH2CH2CH2CH2CH2 N
CH3

CH3

N
H3C

H3C
 

TOC   0,  0,  0  (0)％     

分子式 Ｃ１０Ｈ２４Ｎ２  分子量 １７２.３１ G C   0,  0,  0  (0)％     

純 度＊１ 99.7％ 外 観   無色透明液体 

試

験

結

果
直
 

接

      

試

験

結

果
直

接

試

験

結

果
直
 

接

不純物（物質名，含有率） 
 
 

判定部会   第２２７回 
 
    ９年１０月２８日開催 

判定部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

判定部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

融 点  -10℃以下 

溶解度（対水，その他） 
 

対水 100 g/L 以上 
対酢酸エチル 100 g/L 以上 

判 定 難分解性 判 定  判 定  

沸 点＊２ 209～210℃ 

比 重＊１ d２０
２０ 0.8004 

１－オクタノール／水分配係数 

log Pow = 2.10(pH12) 

（フラスコ振とう法） 

ＬＤ５０
   

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 

解離定数 

pKa1 = 9.56 

pKa2 = 10.99(滴定法) 

用 途＊３ 医薬、農薬中間体、ポリウレタン重合用触媒 

生産量（13 年）＊4 製造及び輸入 100～1,000ｔ未満 

試 料  購入先 東京化成工業 TCI-GR 

経済産業公報発表年月日   年    月    日

備 考 
 
 

1.回収率 

（ 水 ＋被験物質）系 97.9％ 

（汚泥＋被験物質）系 99.2％ 

 

2.実施機関 

・財団法人 化学物質評価研究機構 

 

3.特記事項 

・開始時にpH調整を行った。 

備 考 
 
 

 

 

備 考 
 
 

 

 

*1 東京化成工業添付資料による。  *2 The Sigma-Aldrich Library of Regulatory and Safety Data による。  *3 14705 の化学商品（化学工業日報社）による。 
*4 化学物質の製造・輸入量に関する実態調査による。 

 



濃縮度試験 事業対象年度  平成１６年度 濃縮度試験 毒 性 試 験 

試験期間 １７． ３． ４ ～ １７． ４．２２ 試験期間   ．  ．   ～   ．  ．  

試験装置 標・揮 LC50値      mg/L(  hr)魚種(    ) 試験装置 標・揮 LC50値      mg/L(  hr)魚種(    )

水槽設定濃度 (     ) 水槽設定濃度 (     ) 

依

頼

  年  月  日 

分 散 剤 分 散 剤  

被験物質

 

被験物質
   

第 1 濃度区 第 1濃度区

第 2濃度区 第 2濃度区

第 3濃度区 第 3濃度区

濃 縮 倍 率 脂質含有率 
開始前     ％ 
終了後     ％ 魚種(  ) 濃 縮 倍 率 脂質含有率

開始前     ％
終了後     ％ 魚種(  ) 

日後 日後 日後 日後 日後   日後 日後 日後 日後 日後

水槽濃度 (    ) 水槽濃度 (    )
第 

1 倍  率 

第

1 倍  率 

水槽濃度 (    ) 水槽濃度 (    )
第 

2 倍  率 

第

2 倍  率 

水槽濃度 (    ) 水槽濃度 (    )
第 

3 倍  率 

第

3 倍  率 

審査部会 第 ４７ 回 １７年  ９月 ３０日 開催 審査部会 第   回   年   月   日 開催 

判定結果   判定結果

備 考 

 

 

 

分配係数から類推 

 

 

  
［実施機関］財団法人 化学物質評価研究機構 

備 考 

 
 

 

経過 
   

    

    

     

   

     

     

     

     

     

     

     

     

     

    

    

    

     

     

     

     

     

     

     

     

     

 

 

 



整理番号 Ｋ－１２６５ （ＮＥＤＯ３０６，２－０３００） 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 

Ｎ－メチルジエタノールアミン  (105-59-9) 指 示    8 年   5 月  13 日 指 示   年    月    日 指 示   年    月    日 

 試験期間  9. 4. 1～ 9. 6.10 試験期間   .  .  ～  .  .  試験期間   .  .  ～  .  .   

 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 

試  験  濃  度 試  験  濃  度 試  験  濃  度 

被験物質  100 mg/L 

 

汚  泥   30 mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

本試験期間 ４ 週間 本試験期間   週間 本試験期間   週間 

BOD  22,  0,  0  (7)％     間
 

接       

間

接

間
 

接

構造式（示性式）・物理化学的性状 

 

 

 

H3C N
CH2CH2OH

CH2CH2OH
 

TOC  60,  5,  5 (23)％     

分子式 Ｃ５Ｈ１３ＮＯ２  分子量 １１９.１６ HPLC  65,  6,  4 (25)％     

純 度＊１ 99.6％ 外 観   無色透明液体 

試

験

結

果
直
 

接

      

試

験

結

果
直

接

試

験

結

果
直
 

接

不純物＊１（物質名，含有率） 
 
水分 0.33％ 

判定部会   第２２５回 
 
    ９年 ７月３０日開催 

判定部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

判定部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

融 点  -10℃以下 

溶解度（対水，その他） 
 

対水 100 g/L 以上 
 

判 定 難分解性 判 定  判 定  

沸 点＊２ 246～248℃ 

比 重＊１ d２０
４  1.039 

１－オクタノール／水分配係数 

log Pow <0.5(pH9.6) 

(HPLC 法) 

ＬＤ５０
＊２ 4,780 mg/kg(oral, rat) 

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 

解離定数＊４ 

pKa = 8.52 

用 途＊３ 接着剤、洗剤等、洗浄剤 

生産量（13 年）＊５ 製造及び輸入 100～1,000ｔ未満 

試 料  購入先 和光純薬工業 和光一級 

経済産業公報発表年月日   年    月    日

備 考 
 
1.回収率※ 

（ 水 ＋被験物質）系 100％ 

（汚泥＋被験物質）系 100％ 
 
※試験液を直接分析機器に導入。 
 
2.実施機関 

・財団法人 化学物質評価研究機構 
 
3.特記事項 

・開始時にpH調整を行った。 

・分解生成物の残留は認められなか

った。 

備 考 
 
 

 

 

備 考 
 
 

 

 

*1 和光純薬工業添付資料による。  *2 The Sigma-Aldrich Library of Regulatory and Safety Data による。  *3 12996 の化学商品（化学工業日報社）による。 
*4 The Physical Properties Database (Jan.2000)(Syracuse Research Corporation)による。  *5 化学物質の製造・輸入量に関する実態調査による。 
 

 



濃縮度試験 事業対象年度  平成１６年度 濃縮度試験 毒 性 試 験 

試験期間 １７． ３． ８ ～ １７． ４．１９ 試験期間   ．  ．   ～   ．  ．  

試験装置 標・揮 LC50値      mg/L(  hr)魚種(    ) 試験装置 標・揮 LC50値      mg/L(  hr)魚種(    )

水槽設定濃度 (     ) 水槽設定濃度 (     ) 

依

頼

  年  月  日 

分 散 剤 分 散 剤  

被験物質

 

被験物質
   

第 1 濃度区 第 1濃度区

第 2濃度区 第 2濃度区

第 3濃度区 第 3濃度区

濃 縮 倍 率 脂質含有率 
開始前     ％ 
終了後     ％ 魚種(  ) 濃 縮 倍 率 脂質含有率

開始前     ％
終了後     ％ 魚種(  ) 

日後 日後 日後 日後 日後   日後 日後 日後 日後 日後

水槽濃度 (    ) 水槽濃度 (    )
第 

1 倍  率 

第

1 倍  率 

水槽濃度 (    ) 水槽濃度 (    )
第 

2 倍  率 

第

2 倍  率 

水槽濃度 (    ) 水槽濃度 (    )
第 

3 倍  率 

第

3 倍  率 

審査部会 第 ４７ 回 １７年  ９月 ３０日 開催 審査部会 第   回   年   月   日 開催 

判定結果   判定結果

備 考 

 

 

 

分配係数から類推 

 

 

  
［実施機関］財団法人 化学物質評価研究機構 

備 考 

 
 

 

経過 
   

    

    

     

   

     

     

     

     

     

     

     

     

     

    

    

    

     

     

     

     

     

     

     

     

     

 

 

 



整理番号 Ｋ－１２７８ （ＮＥＤＯ３１０，２－１００３） 分 解 度 試 験 

トリアクリル酸ペンタエリトリトール (3524-68-3) 指 示    8 年   5 月  13 日 

 試験期間  10.10.22～11. 3.18

 試験装置   標 ・ 揮 

試  験  濃  度 

有機物質  100 mg/L 

 

汚  泥   30 mg/L 

本試験期間 ４ 週間 

構造式（示性式）・物理化学的性状 

H2C
H
C C

O
O CH2 C

H2C

H2C O

O
CH2OH

C
O

C
O

CH

CH CH2

CH2

 BOD  17,  6, 12 (12)％ 

分子式 Ｃ１４Ｈ１８Ｏ７ 分子量 ２９８.２９ 

間
 

接   

組成式 Ｃ２.１０Ｈ２.６９Ｏ１.００  HPLC  95, 76, 83 (85)％ 

純 度＊１ 10.6％ 外 観   無色透明液体   

試

験

結

果
直
 

接

  不純物＊１（物質名，含有率） 
 テトラアクリル酸ペンタエリトリトール(2-2578) 39.4％ 
 被験物質の二量体  8.0％ 
 トリアクリル酸ペンタエリトリトールモノカルバルデヒド 16.6％ 
 残り 25.4％中にジアクリル酸ペンタエリトリトールモノカルバルデヒド、被験
 物質の三量体及び構造不明の不純物を含む。 

判定部会   第２４２回 
 
   １１年 ４月２７日開催 

融 点  -50℃以下 判 定 難分解性 

沸 点  変化のため測定不可 

溶解度（対水，その他） 
対水 変化のため測定不可
対アセトニトリル 10 g/L 以上 
対メタノール 2.1g/L 以上 

比 重＊２ d２０
４  1.168 

ＬＤ５０
＊３ 

2,460 mg/kg(oral,rat) 
4,000 mg/kg(skin,rabbit) 

１－オクタノール／水分配係数 

log Pow = 1.1 

(HPLC 法) 

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 安定性 水中で変化する(30℃)。

用 途＊４ 光硬化反応性希釈剤、塗料、接着剤、ゴム、樹脂などの改
質剤、架橋剤 

生産量（13 年）＊５ 製造及び輸入 100～1,000ｔ未満 

試 料   購入先 Fluka chemie AG

経済産業公報発表年月日   年    月    日

備 考 
 
 
1.回収率※ 
（ 水 ＋被験物質）系 100％ 
（汚泥＋被験物質）系 100％ 
 
※試験液をアセトニトリルで希釈して

分析機器に導入。 
 
2.実施機関 
・財団法人 化学物質評価研究機構 
 
 

備 考 

 

 

3.特記事項 

・BOD の算出は組成式による。 

 

・入手試料は(汚泥＋被験物質)系において変化し、モノアクリル酸

ペンタエリトリトール(2-1002)、ペンタエリトリトール(2-0248,

K-68,S50.10.27(17)難分解性、S51.7.22(25)高濃縮性ではない)、

及びアクリル酸(2-0984,K-32,S49.10.28(7)良分解性)を生成した｡

アクリル酸は分解し、被験物質、不純物のジアクリル酸ペンタエリ

トリトール、トリアクリル酸ペンタエリトリトールモノカルバル

デヒド及び変化物のモノアクリル酸ペンタエリトリトール、ペンタエリ

トリトールは残留した。 

 

・逆転条件(開放系)試験結果(4週間) 

 分解度（％） 
 

1 2 3 平均

TOC 60 56 60 59 

HPLC 100 100 100 100 

 ペンタエリトリトールの生成率（％） 

HPLC 32 35 39 36 

(培養期間 10.10.2～10.10.30) 

*1 HPLC 及び LC-MS による。  *2 Fluka chemie AG 添付資料による。  *3 The Sigma-Aldrich Library of Regulatory and Safety Data による。 
*4 14705 の化学商品（化学工業日報社）による。  *5 化学物質の製造・輸入量に関する実態調査による。 
 

 



濃縮度試験 事業対象年度  平成１６年度 濃縮度試験 毒 性 試 験 

試験期間 １７． ３． ４ ～ １７． ４．２６ 試験期間   ．  ．   ～   ．  ．  

試験装置 標・揮 LC50値      mg/L(  hr)魚種(    ) 試験装置 標・揮 LC50値      mg/L(  hr)魚種(    )

水槽設定濃度 (     ) 水槽設定濃度 (     ) 

依

頼

  年  月  日 

分 散 剤 分 散 剤  

被験物質

 

被験物質
   

第 1 濃度区 第 1濃度区

第 2濃度区 第 2濃度区

第 3濃度区 第 3濃度区

濃 縮 倍 率 脂質含有率 
開始前     ％ 
終了後     ％ 魚種(  ) 濃 縮 倍 率 脂質含有率

開始前     ％
終了後     ％ 魚種(  ) 

日後 日後 日後 日後 日後   日後 日後 日後 日後 日後

水槽濃度 (    ) 水槽濃度 (    )
第 

1 倍  率 

第

1 倍  率 

水槽濃度 (    ) 水槽濃度 (    )
第 

2 倍  率 

第

2 倍  率 

水槽濃度 (    ) 水槽濃度 (    )
第 

3 倍  率 

第

3 倍  率 

審査部会 第 ４７ 回 １７年  ９月 ３０日 開催 審査部会 第   回   年   月   日 開催 

判定結果   判定結果

備 考 

 

分配係数から類推 

（被験物質のlog Powは1.1。モノアクリル酸ペンタ

エリトリトールは被験物質より極性が高い。ペン

タエリトリトールは高濃縮性でない判定済み。） 

 

  
［実施機関］財団法人 化学物質評価研究機構 

備 考 

 
 

 

経過 
   

    

    

     

   

     

     

     

     

     

     

     

     

     

    

    

    

     

     

     

     

     

     

     

     

     

 

 

 



整理番号 Ｋ－１３７９ （ＮＥＤＯ３０７，２－０１４７） 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 

Ｎ－メチル－Ｎ,Ｎ－ビス(２－ジメチルアミノエチル)アミン 指 示   11 年   4 月  30 日 指 示   年    月    日 指 示   年    月    日 

(3030-47-5) 試験期間 12. 4.11～12. 6.12 試験期間   .  .  ～  .  .  試験期間   .  .  ～  .  .   

 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 

試  験  濃  度 試  験  濃  度 試  験  濃  度 

被験物質  100 mg/L 

 

汚  泥   30 mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

本試験期間 ４ 週間 本試験期間   週間 本試験期間   週間 

BOD   0,  0,  0  (0)％     間
 

接       

間

接

間
 

接

構造式（示性式）・物理化学的性状 

 

 

TOC   0,  0,  1  (0)％     

分子式 Ｃ９Ｈ２３Ｎ３  分子量 １７３.３０ G C   0,  1,  1  (1)％     

純 度＊１ 99.5％ 外 観   微黄色透明液体 

試

験

結

果
直
 

接

      

試

験

結

果
直

接

試

験

結

果
直
 

接

不純物＊１（物質名，含有率） 

水分 0.14％ 

残り 0.36％については不明 

判定部会   第２５５回 
 
   １２年 ７月２６日開催 

判定部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

判定部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

融 点＊２ -20℃ 

溶解度（対水，その他） 
 
対水 100 g/L 以上 
対 1-オクタノール   4 g/L 以上(25℃)

判 定 難分解性 判 定  判 定  

沸 点＊２ 198℃ 

密 度＊１ 0.828 g/cm3(20℃) 

１－オクタノール／水分配係数 

log Pow = 0.04 (pH12) 

(フラスコ振とう法) 

ＬＤ５０
＊２ 

1,630 mg/kg(oral, rat) 
280 mg/kg(skin, rabbit) 

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 

解離定数＊３ 
pKa1 = 9.35 
pKa2 = 8.12 
pKa3 = 2.73 

用 途＊４ ポリウレタン重合用触媒、医農薬中間体、各種合成触媒 

生産量（13 年）＊５ 製造及び輸入 100～1,000ｔ未満 

試 料  購入先 和光純薬工業 和光一級 

経済産業公報発表年月日   年    月    日

備 考 
 
 

1.回収率※ 

（ 水 ＋被験物質）系 100％ 

（汚泥＋被験物質）系 100％ 
 
※試験液を直接分析機器に導入。 

 

2.実施機関 

・財団法人 化学物質評価研究機構 

 

3.特記事項 

・開始時にpH調整を行った。 

備 考 
 
 

 

 

備 考 
 
 

 

 

NCH2CH2NCH2CH2N
CH3

CH3

CH3

H3C

H3C

*1 和光純薬工業添付資料による。  *2 The Sigma-Aldrich Library of Regulatory and Safety Data による。 
*3 G. Gelbard and P. Rumpf, Bull. Soc. Chim. France 1969, 2120 による。  *4 14705 の化学商品（化学工業日報社）による。 
*5 化学物質の製造・輸入量に関する実態調査による。 

 



濃縮度試験 事業対象年度  平成１６年度 濃縮度試験 毒 性 試 験 

試験期間 １７． ３． ２ ～ １７． ４．１２ 試験期間   ．  ．   ～   ．  ．  

   

    

    

     

   

     

     

     

     

     

     

     

     

     

  年  月  日 

試験装置 標・揮 LC50値      mg/L(  hr)魚種(    ) 試験装置 標・揮 LC50値      mg/L(  hr)魚種(    )

依

頼
水槽設定濃度 (     ) 水槽設定濃度 (     ) 

分 散 剤 分 散 剤   

被験物質 被験物質
   

第 1 濃度区 第 1濃度区     

第 2 濃度区 第 2濃度区     

第 3 濃度区 第 3濃度区     

 
開始前     ％ 開始前     ％

濃 縮 倍 率 脂質含有率 魚種(  ) 濃 縮 倍 率 脂質含有率 魚種(  ) 終了後     ％ 終了後     ％

日後 日後 日後 日後 日後   日後 日後 日後 日後 日後

水槽濃度 (    ) 水槽濃度 (    )      
第 

     
1 倍  率 倍  率 

水槽濃度 (    ) 水槽濃度 (    )
第 

2 倍  率 

第

2 倍  率 

水槽濃度 (    ) 水槽濃度 (    )
第 

3 倍  率 

第

3 倍  率 

審査部会 第 ４７ 回 １７年  ９月 ３０日 開催 審査部会 第   回   年   月   日 開催 

判定結果   判定結果

備 考 

 

 

 

分配係数から類推 

 

 

  
［実施機関］財団法人 化学物質評価研究機構 

備 考 

 
 

 

経過 

第

1
     

     

     

     

     

     

     

 

 

 



整理番号 Ｋ－１４５０ （ＮＥＤＯ３０９，３－０３９９） 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 

２，３－ジメチルニトロベンゼン 指 示   11 年   4 月  30 日 指 示   年    月    日 指 示   年    月    日 

(83-41-0) 試験期間  12.11. 2～13. 2.26 試験期間   .  .  ～  .  .  試験期間   .  .  ～  .  .   

 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 

試  験  濃  度 試  験  濃  度 試  験  濃  度 

被験物質  100 mg/L 

 

汚  泥   30 mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

本試験期間 ４ 週間 本試験期間   週間 本試験期間   週間 

BOD   0,  0,  0  (0)％     間
 

接       

間

接

間
 

接

構造式（示性式）・物理化学的性状 

 

 

 

 
HPLC   0,  0,  0  (0)％     

分子式 Ｃ８Ｈ９ＮＯ２       分子量 １５１.１６  

純 度＊１ 99.8％ 外 観   淡黄色透明液体 

試

験

結

果
直
 

接

      

試

験

結

果
直

接

試

験

結

果
直
 

接

不純物＊１（物質名，含有率） 

水分 0.01％ 

残り 0.19%は不明 

審査部会   第 ２ 回 
 
   １３年 ３月２７日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

融 点＊２ 7～9℃ 

溶解度（対水，その他） 
 

対水 180 mg/L(25℃) 
対アセトニトリル  10 g/L 以上 
対 1-オクタノール   1 g/L 以上 

判 定 難分解性 判 定  判 定  

沸 点＊２ 245℃ 

密 度＊１ 1.141 g/cm3(20℃) 

１－オクタノール／水分配係数 

log Pow = 2.85 

(フラスコ振とう法) 

ＬＤ５０
   

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 

解離定数 

解離基なし 

用 途   

生産量（ 年）  

試 料  購入先 和光純薬工業 和光特級 

経済産業公報発表年月日   年    月    日

備 考 
 
 

1.回収率※ 

（ 水 ＋被験物質）系 100％ 

（汚泥＋被験物質）系 100％ 
 
※試験液を直接分析機器に導入。 

 

2.実施機関 

・財団法人 化学物質評価研究機構 

 

備 考 
 
 

 

 

備 考 
 
 

 

 

NO2

CH3

CH3

*1 和光純薬工業添付資料による。  *2 Sigma-Aldrich Material Safety Data Sheets(11/1998-1/1999)による。 
 

 



濃縮度試験 事業対象年度  平成１６年度 濃縮度試験 毒 性 試 験 

試験期間 １７． ２．１８ ～ １７． ３． ４ 試験期間   ．  ．   ～   ．  ．  

試験装置 標・揮 LC50値      mg/L(  hr)魚種(    ) 試験装置 標・揮 LC50値      mg/L(  hr)魚種(    )

水槽設定濃度 (     ) 水槽設定濃度 (     ) 

依

頼

  年  月  日 

分 散 剤 分 散 剤  

被験物質

 

被験物質
   

第 1 濃度区 第 1濃度区

第 2濃度区 第 2濃度区

第 3濃度区 第 3濃度区

濃 縮 倍 率 脂質含有率 
開始前     ％ 
終了後     ％ 魚種(  ) 濃 縮 倍 率 脂質含有率

開始前     ％
終了後     ％ 魚種(  ) 

日後 日後 日後 日後 日後   日後 日後 日後 日後 日後

水槽濃度 (    ) 水槽濃度 (    )
第 

1 倍  率 

第

1 倍  率 

水槽濃度 (    ) 水槽濃度 (    )
第 

2 倍  率 

第

2 倍  率 

水槽濃度 (    ) 水槽濃度 (    )
第 

3 倍  率 

第

3 倍  率 

審査部会 第 ４７ 回 １７年  ９月 ３０日 開催 審査部会 第   回   年   月   日 開催 

判定結果   判定結果

備 考 

 

 

 

分配係数から類推 

 

 

  
［実施機関］財団法人 化学物質評価研究機構 

備 考 

 
 

 

経過 
   

    

    

     

   

     

     

     

     

     

     

     

     

     

    

    

    

     

     

     

     

     

     

     

     

     

 

 

 



整理番号 Ｋ－１４８１ （ＮＥＤＯ３０２，３－１７８３） 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 

テトラクロロフタロジニトリル 指 示 11 年   4 月  30 日 指 示   年    月    日 指 示   年    月    日 

[テトラクロロフタロニトリルにて試験実施] 試験期間 12. 3.21～12. 5.15 試験期間   .  .  ～  .  .  試験期間   .  .  ～  .  .   

（1953-99-7） 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 

試  験  濃  度 試  験  濃  度 試  験  濃  度 

被験物質  100 mg/L 

 

汚  泥   30 mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

本試験期間 ４ 週間 本試験期間   週間 本試験期間   週間 

BOD   2,  0,  0  (1)％     間
 

接       

間

接

間
 

接

構造式（示性式）・物理化学的性状 

 

 

Cl
CN

CN
Cl

Cl

Cl

 
HPLC   0,  0,  0  (0)％     

分子式 Ｃ８Ｃｌ４Ｎ２        分子量 ２６５.９１

純 度＊１ 98％ 外 観   白色粉末 

試

験

結

果
直
 

接

      

試

験

結

果
直

接

試

験

結

果
直
 

接

不純物（物質名，含有率） 
 
残り 2%については不明 

判定部会 第２５４回 
 
 １２年 ６月２１日開催 

判定部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

判定部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

融 点＊２ 249～252℃(分解) 

溶解度（対水，その他） 

対水  10 mg/L 以下 

対酢酸エチル  10 g/L 以上 

対アセトニトリル  10 g/L 以上 

対 1-オクタノール  1000 mg/L 以上 判 定 難分解性 判 定  判 定  

沸 点   

密 度  1.741 g/cm3(25℃) 

１－オクタノール／水分配係数 

log Pow = 3.00 

(フラスコ振とう法) 

ＬＤ５０
＊２ 13,720 mg/kg(oral,mouse) 

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 

解離定数 

解離基なし 

用 途   

生産量（ 年）  

試 料   購入先 Aldrich Chemical

経済産業公報発表年月日   年    月    日

備 考 
 
1.回収率 

（ 水 ＋被験物質）系 101％ 

（汚泥＋被験物質）系 99.5％ 

 

2.実施機関 

・財団法人 化学物質評価研究機構 

 

 

備 考 
 
 

 

 

備 考 
 
 

 

 

*1 Aldrich Chemical 添付資料による。  *2 The Sigma-Aldrich Library of Regulatory and Safety Dataによる。 
 
 

 



濃縮度試験 事業対象年度  平成１６年度 濃縮度試験 毒 性 試 験 

試験期間 １６．１０．２１ ～ １６．１１． ９ 試験期間   ．  ．   ～   ．  ．  

試験装置 標・揮 LC50値      mg/L(  hr)魚種(    ) 試験装置 標・揮 LC50値      mg/L(  hr)魚種(    )

水槽設定濃度 (     ) 水槽設定濃度 (     ) 

依

頼

  年  月  日 

分 散 剤 分 散 剤  

被験物質

 

被験物質
   

第 1 濃度区 第 1濃度区

第 2濃度区 第 2濃度区

第 3濃度区 第 3濃度区

濃 縮 倍 率 脂質含有率 
開始前     ％ 
終了後     ％ 魚種(  ) 濃 縮 倍 率 脂質含有率

開始前     ％
終了後     ％ 魚種(  ) 

日後 日後 日後 日後 日後   日後 日後 日後 日後 日後

水槽濃度 (    ) 水槽濃度 (    )
第 

1 倍  率 

第

1 倍  率 

水槽濃度 (    ) 水槽濃度 (    )
第 

2 倍  率 

第

2 倍  率 

水槽濃度 (    ) 水槽濃度 (    )
第 

3 倍  率 

第

3 倍  率 

審査部会 第 ４７ 回 １７年  ９月 ３０日 開催 審査部会 第   回   年   月   日 開催 

判定結果   判定結果

備 考 

 

 

 

分配係数から類推 

 

 

  
［実施機関］財団法人 化学物質評価研究機構 

備 考 

 
 

 

経過 
   

    

    

     

   

     

     

     

     

     

     

     

     

     

    

    

    

     

     

     

     

     

     

     

     

     

 
 

 



整理番号 Ｋ－１５９７ （ＮＥＤＯ１２６，５－１０６０） 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 

トリス(２－ヒドロキシエチル)イソシアヌル酸アクリル酸エステル 

＊１

＊１

＊２

 

契 約 13 年   4 月   6 日 契 約   年    月    日 契 約   年    月    日 

(40220-08-4) 試験期間 13.10.19～14. 3.20 試験期間   .  .  ～  .  .  試験期間   .  .  ～  .  .   

 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 

試  験  濃  度 試  験  濃  度 試  験  濃  度 

有機物質  100 mg/L 

 

汚  泥   30 mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

本試験期間 ４ 週間 本試験期間   週間 本試験期間   週間 

BOD 24,  0, 12 (12)％     

構造式（示性式）・物理化学的性状 

 

N

NN

O

OO

CH2CH2

CH2

CH2OCOCH

CH2OCOCH CH2

CH2CH2 HCOCOH2C

間
 

接   

間

接   

間
 

接   

分子式 Ｃ１８Ｈ２１Ｎ３Ｏ９ 分子量 ４２３.３７ TOC 44, 16, 49 (36)％     

組成式 Ｃ５.８４Ｈ７.０９ＮＯ３.０５（元素分析による） HPLC 100, 53,100 (84)％     

純 度  79.7% 外 観   白色固体 

試

験

結

果
直
 

接

  

試

験

結

果
直

接

  

試

験

結

果
直
 

接

  

不純物 （物質名，含有率） 

分子量 不明 0.9 及び 4.4% 

審査部会 第 １４ 回 
 
 １４年 ５月２９日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

分子量 369 が 11.1% 
分子量 495 が 4.0% 

融 点  

溶解度（対水，その他） 
 

対水  780 mg/L(25℃)
対 1-オクタノール 1800 mg/L 以上 
 (25℃)

判 定 難分解性 判 定  判 定  96～98℃ 

沸 点   測定不可

密 度  1.309 g/cm3(25℃) 

１－オクタノール／水分配係数 

log Pow = 1.9 

(HPLC 法) 

ＬＤ５０
   

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 

解離定数 

解離基なし 

用 途   

生産量（ 年）  

試 料  Aldrich Chemical 購入先

経済産業公報発表年月日   年    月    日

備 考 
 
1.回収率 

（ 水 ＋被験物質）系 100 ％ 

（汚泥＋被験物質）系 100 ％ 

 

2.実施機関 

・株式会社 三菱化学安全科学研究所 

 

3.特記事項 

・TOD の算出は組成式で行った。 

 
 
・被験物質は試験液中で変化し、

被験物質より極性が高いトリス

(2-ヒドロキシエチル)イソシア

ヌル酸(86,27 及び 106％生成)、

トリス(2-ヒドロキシエチル)イ

ソシアヌル酸モノアクリル酸エ

ステル(13,7 及び 0％生成)及び

トリス(2-ヒドロキシエチル)イ

ソシアヌル酸ジアクリル酸エス

テル(0,32 及び 0％生成)が残留

した。 

備 考 
 
 

 

 

*1 HPLC による。  *2 Aldrich Chemical MSDS による。 
 

 



 

濃縮度試験    事業対象年度  平成１６年度 濃縮度試験契約    年   月   日 毒 性 試 験 

試験期間 １６．１２． ６ ～ １７． １． ６ 試験期間   ．  ．   ～   ．  ．  

試験装置 標・揮 LC50値      mg/L(  hr)魚種(    )

水槽設定濃度 (     ) 

分 散 剤  

被験物質
   

第 1 濃度区     

第 2 濃度区     

第 3 濃度区     

濃 縮 倍 率 脂質含有率 
開始前     ％ 
終了後     ％ 魚種(  ) 濃

 日後 日後 日後 日後 日後

水槽濃度 (    )      

     
第 

1 倍  率 
     

第

水槽濃度 (    )      

     
第 

2 倍  率 
     

第

水槽濃度 (    )      

     
第 

3 倍  率 
     

第

試験装置 標・揮 LC50値      mg/L(  hr)魚種(    )

水槽設定濃度 (     ) 

依

頼

  年  月  日 

分 散 剤  

被験物質
   

第 1 濃度区     

第 2 濃度区     

第 3 濃度区     

 縮 倍 率 脂質含有率
開始前     ％
終了後     ％ 魚種(  ) 

 日後 日後 日後 日後 日後

水槽濃度 (    )      

     
1 倍  率 

     

水槽濃度 (    )      

     
2 倍  率 

     

水槽濃度 (    )      

     
3 倍  率 

     

審査部会 第 ４７ 回 １７年  ９月 ３０日 開催 審査部会 第   回   年   月   日 開催 

判定結果  判定結果  

備 考 

 

 

 

分解度試験変化物はHPLC（逆相クロマトグラフィー）に 

おいて本体より極性が高いため、本体の分配係数から類推 

 

 

 
 
［実施機関］財団法人 化学物質評価研究機構 

備 考 

 
 

 

経過 

 
 



整理番号 Ｋ－１６５０ （ＮＥＤＯ２１８，３－３０３４） 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 

３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルサリチル酸  (19715-19-6) 事業対象年度  平成１４年度 契 約   年    月    日 契 約   年    月    日 

 試験期間 14. 9.30～14.11.29 試験期間   .  .  ～  .  .  試験期間   .  .  ～  .  .   

 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 

試  験  濃  度 試  験  濃  度 試  験  濃  度 

被験物質  100 mg/L 

 

汚  泥   30 mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

本試験期間 ４ 週間 本試験期間   週間 本試験期間   週間 

BOD   0,  0,  0  (0)％     間
 

接   

間

接   

間
 

接   

構造式（示性式）・物理化学的性状 

 

OH
CHOOC

CH3C CH3

CH3

CH3

CH3

CH3

 HPLC   0,  2,  0  (1)％     

分子式 Ｃ１５Ｈ２２Ｏ３ 分子量 ２５０.３３       

純 度＊１ 100％ 外 観  白色粉末 

試

験

結

果
直
 

接

  

試

験

結

果
直

接

  

試

験

結

果
直
 

接

  

不純物（物質名，含有率） 審査部会 第 ２４ 回 
 
 １５年 ５月２０日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

融 点＊２ 

溶解度（対水，その他） 
 

対水 16.3 ｍg/L(25℃) 
 （カラム溶出法） 
 

判 定 難分解性 判 定  判 定  161～164℃ 

沸 点  
測定不可（約 265℃で黄

色に変化） 

密 度  

１－オクタノール／水分配係数

log Kow = 6.06 

(Kowwin v 1.66 による計算値)  1.086 g/cm3（25℃） 

 

 

 

＊３

 

ＬＤ５０   

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 

安定性 

 

用 途   

生産量（13 年）  製造及び輸入 100～1,000ｔ未満 

試 料  Aldrich Chemical 購入先

経済産業公報発表年月日   年    月    日

備 考 
 
 

1.回収率 

（ 水 ＋被験物質）系 98％ 

（汚泥＋被験物質）系 98％ 
 
 

2.実施機関 

・株式会社 三菱化学安全科学研究所

 

 

備 考 
 
 

 

 

備 考 
 
 

 

 

*1 HPLC による。  *2 CRC Handbook of Data on Organic Compounds (HODOCⅡ)による。  *3 化学物質の製造・輸入量に関する実態調査による。 
 

 



 

濃縮度試験 事業対象年度  平成１６年度 濃縮度試験  毒 性 試 験 

試験期間 １６．１１．２９ ～ １７． ３． １ 試験期間   ．  ．   ～   ．  ．  

試験装置 標・揮 LC50値 5.82 mg/L(96hr)魚種(ヒメダカ) 試験装置 標・揮 LC50値      mg/L(  hr)魚種(    )

水槽設定濃度 (µg/L) 水槽設定濃度 (     ) 

依

頼

  年  月  日 

分 散 剤 分 散 剤  

被験物質 2-メトキシ
エタノール   

 

被験物質
   

第 1 濃度区 50 20000   第 1 濃度区     

第 2 濃度区 5 20000   第 2 濃度区     

第 3 濃度区     第 3 濃度区     

濃 縮 倍 率 脂質含有率 
開始前 3.38％ 
終了後 3.02％ 魚種(コイ) 濃 縮 倍 率 脂質含有率

開始前     ％
終了後     ％ 魚種(  ) 

 5 日後 10 日後 19 日後 25 日後 28 日後  日後 日後 日後 日後 日後

水槽濃度 (µg/L) 51.2 46.8 51.0 49.9 48.9 水槽濃度 (    )      

2.8 2.8 4.1 2.7 2.7      
第 

1 倍  率 
≦2.4 ≦2.4 3.7 2.9 2.8 

第

1 倍  率 
     

水槽濃度 (µg/L) 5.18 5.01 5.17 5.09 5.09 水槽濃度 (    )      

≦23 ≦23 ≦23 ≦23 ≦23      
第 

2 倍  率 
≦23 ≦23 ≦23 ≦23 ≦23

第

2 倍  率 
     

水槽濃度 (    )      水槽濃度 (    )      

          
第 

3 倍  率 
     

第

3 倍  率 
     

審査部会 第 ４７ 回 １７年  ９月 ３０日 開催 審査部会 第   回   年   月   日 開催 

判定結果  判定結果  

備 考   
 
［ばく露期間における濃縮倍率］ 第１濃度区 ≦2.4倍～4.1倍 

 第２濃度区 ≦23倍 
 
［回 収 率］ ［定量下限濃度］ 

 試験水   96.7％ 試験水 第１濃度区  2.0 µg/L 
                     第２濃度区  0.20µg/L 
 
 供試魚   83.8％ 供試魚        120  ng/g 
 
［実施機関］財団法人 化学物質評価研究機構 

備 考 

 
 

 

経過 

 

 
 



整理番号 Ｋ－１６５５ （ＮＥＤＯ２２４，５－３６３１） 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 

３－（Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ－メチルアミノ）－６－メチル－７－ 事業対象年度  平成１４年度 契 約   年    月    日 契 約   年    月    日 

アニリノフルオラン  (55250-84-5) 試験期間 14.11. 6～15. 1.14 試験期間   .  .  ～  .  .  試験期間   .  .  ～  .  .   

 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 

試  験  濃  度 試  験  濃  度 試  験  濃  度 

被験物質  100 mg/L 

 

汚  泥   30 mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

本試験期間 ４ 週間 本試験期間   週間 本試験期間   週間 

BOD 0(-8),0(-6),0(-3)(0)％     間
 

接   

間

接   

間
 

接   

構造式（示性式）・物理化学的性状 

HPLC   0,  0,  0  (0)％     

 O

O

ON
H3C

H
N

CH3

分子式 Ｃ３４Ｈ３２Ｎ２Ｏ３ 分子量 ５１６.６３       

純 度  98.7％ 外 観 淡桃白色粉末 

試

験

結

果
直
 

接

  

試

験

結

果
直

接

  

試

験

結

果
直
 

接

  ＊１   

＊１

3-(N-シクロヘキシルアミノ)-6-メチル

-7-アニリノフルオラン 0.56％ 

＊２ 1.236 g/cm3 

 

log Kow = 8.60 

   

  

不純物 （物質名，含有率） 審査部会 第 ２５ 回 
 
 １５年 ６月２０日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

融 点  

溶解度（対水，その他） 
 

対水 20.0µg/L(25℃) 
 （カラム溶出法） 

判 定 難分解性 判 定  判 定  

沸 点  
測定不可 
(約 250℃で黄色に変化) 

密 度  

１－オクタノール／水分配係数

(Kowwin v 1.66 による計算値) 

ＬＤ５０  

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 

安定性 

 

用 途

生産量（ 年）  

試 料  

経済産業公報発表年月日   年    月    日

備 考 
 
1.回収率 

（ 水 ＋被験物質）系 96％ 

（汚泥＋被験物質）系 96％ 
 
 

2.実施機関 

・広栄テクノサービス株式会社 

 

3.特記事項 

・分解度が負の値に算出された

ため、カッコ内にその計算値

を示す。 

備 考 
 
 

 

 

備 考 
 
 

 

 

*1 提供先添付資料による。  *2 Beilstein Handbook of Organic Chemistry による。 
 
 

 



 

濃縮度試験 事業対象年度  平成１６年度 濃縮度試験  毒 性 試 験 

試験期間 １６．１１．２６ ～ １７． ３．２９ 試験期間   ．  ．   ～   ．  ．  

試験装置 標・揮 LC50値 >15.0 mg/L(96hr)魚種(ヒメダカ) 試験装置 標・揮 LC50値      mg/L(  hr)魚種(    )

水槽設定濃度 (µg/L) 水槽設定濃度 (     ) 

依

頼

  年  月  日 

分 散 剤 分 散 剤  

被験物質 ジメチルス
ルホキシド HCO-40  

 

被験物質
   

第 1 濃度区 10 2000 200  第 1 濃度区     

第 2 濃度区 1 200 20  第 2 濃度区     

第 3 濃度区     第 3 濃度区     

濃 縮 倍 率 脂質含有率 
開始前 2.58％ 
終了後 3.80％ 魚種(コイ) 濃 縮 倍 率 脂質含有率

開始前     ％
終了後     ％ 魚種(  ) 

 12 日後 25 日後 35 日後 47 日後 60 日後 日後 日後 日後 日後 日後

水槽濃度 (µg/L) 8.53 9.08 10.1 8.54 8.97 水槽濃度 (    )      

2800 2800 2000 2600 2600      
第 

1 倍  率 
2700 2300 2000 2300 2700 

第

1 倍  率 
     

水槽濃度 (µg/L) 0.829 0.866 1.01 0.923 0.900 水槽濃度 (    )      

2900 3100 2900 2700 2200      
第 

2 倍  率 
2600 2200 2600 2700 2500 

第

2 倍  率 
     

水槽濃度 (    )      水槽濃度 (    )      

          
第 

3 倍  率 
     

第

3 倍  率 
     

審査部会 第 ４７ 回 １７年  ９月 ３０日 開催 審査部会 第   回   年   月   日 開催 

判定結果  判定結果  

備 考   
 
［定常状態における濃縮倍率］ 第１濃度区 2400倍 

 第２濃度区 2500倍 
 
［回 収 率］ ［定量下限濃度］ 

 試験水   91.6％ 試験水 第１濃度区  0.19 µg/L 
     第２濃度区  0.019µg/L 
 
 供試魚   95.7％ 供試魚        55   ng/g 
 
［実施機関］財団法人 化学物質評価研究機構 

備 考 

 
 

 

経過 

 

 
 



整理番号 Ｋ－１７１４ （ＮＥＤＯ２８６，４－０５７７） 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 

イソプロピルテトラヒドロナフタレン  (26916-60-9) 事業対象年度  平成１５年度 契 約   年    月    日 契 約   年    月    日 

 試験期間 15.10.20～15.12.17 試験期間   .  .  ～  .  .  試験期間   .  .  ～  .  .   

 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 

試  験  濃  度 

無色透明液体 

＊１

n-プロピルテトラヒドロナフタレン 9.1％ 

＊２ -20℃以下 

＊２

＊２ 0.9383 g/cm3(25℃) 

 

log Kow = 5.28 

   

熱媒体 

   

試  験  濃  度 試  験  濃  度 

被験物質  100 mg/L 

 

汚  泥   30 mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

本試験期間 ４ 週間 本試験期間   週間 本試験期間   週間 

BOD   3,  2,  1  (2)％     

構造式（示性式）・物理化学的性状 

 

 

（推定） 

CH
CH3

CH3

 間
 

接   

間

接   

間
 

接   

分子式 Ｃ１３Ｈ１８ 分子量 １７４.２８ G C   0,  0,  0  (0)％     

組成式 Ｃ１３．００Ｈ１８．２２        

純 度＊１ 86.1％ 外 観   

試

験

結

果
直
 

接

  

試

験

結

果
直

接

  

試

験

結

果
直
 

接

  

不純物 （物質名，含有率） 

ジイソプロピルテトラヒドロナフタレン 3.1％ 

不明成分 1.6％ 

審査部会 第 ３２ 回 
 
 １６年 ３月１７日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

融 点  

溶解度（対水，その他） 
 

対水 29.2µg/L(25℃) 

 （カラム溶出法） 

対ヘキサン 10 g/L 以上(25℃) 
判 定 難分解性 判 定  判 定  

沸 点  300℃以上(大気圧) 

密 度  

１－オクタノール／水分配係数

(Kowwin v 1.66 による計算値) 

ＬＤ５０

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 

安定性 

 

用 途＊３ 

生産量（ 年）  

試 料  

経済産業公報発表年月日   年    月    日

備 考 
 
 

1.回収率 

（ 水 ＋被験物質）系 93.5％ 

（汚泥＋被験物質）系 93.0％ 
 
 

2.実施機関 

・財団法人 化学物質評価研究機構 

 

 

備 考 
 
 

 

 

備 考 
 
 

 

 

*1 GC 及び GC-MS による。  *2 入手試料として  *3 14705 の化学商品（化学工業日報社）による。 
 

 



 

濃縮度試験 事業対象年度  平成１６年度 毒 性 試 験 

試験期間 １６．１１．２６ ～ １７． ４．１８ 

試験装置 標・揮 LC50値 0.472 mg/L(96hr)魚種(ヒメダカ) 

水槽設定濃度 (µg/L) 

依

頼

  年  月  日 

分 散 剤  

被験物質
HCO-40 2-メトキシエタノール  

 
 

 

第 1 濃度区 4.305 25 19000   

第 2 濃度区 0.4305 2.5 19000   

第 3 濃度区      

濃縮倍率 ピーク A 脂質含有率 
開始前 3.43％
終了後 3.85％ 魚種(コイ) 濃縮倍率 ピーク B 脂質含有率

開始前 3.43％
終了後 3.85％ 魚種(コイ)

 14 日後 28 日後 39 日後 47 日後 60 日後  14 日後 28 日後 39 日後 47 日後 60 日後

水槽濃度 (µg/L) 3.68 4.33 3.72 3.67 3.49 水槽濃度 (µg/L) 4.02 4.68 3.98 3.87 3.96

940 1100 1300 2000 1900 1100 1400 1500 1900 2000
第 

1 倍  率 
1300 2000 2200 1700 2100

第

1 倍  率 
1200 1900 2200 1500 2200

水槽濃度 (µg/L) 0.359 0.369 0.369 0.406 0.375 水槽濃度 (µg/L) 0.373 0.401 0.405 0.442 0.417

1400 1900 1300 1200 1300 1100 1800 1700 1700 1800
第 

2 倍  率 
1300 1700 1900 1500 1300

第

2 倍  率 
1700 1500 2300 1800 2100

水槽濃度 (    )      水槽濃度 (    )      

          
第 

3 倍  率 
     

第

3 倍  率 
     

審査部会 第 ４７ 回 １７年  ９月 ３０日 開催 

判定結果  

備 考   
 
［定常状態における濃縮倍率］ 第１濃度区 2000倍 

 第２濃度区 1400倍 
 
［回 収 率］ ［定量下限濃度］ 

 試験水   88.0％ 試験水 第１濃度区  0.14 µg/L 
                第２濃度区  0.014µg/L 
 
 供試魚   91.0％ 供試魚        11   ng/g 
 
［実施機関］財団法人 化学物質評価研究機構 

備 考   
 
［定常状態における濃縮倍率］ 第１濃度区 2000倍 

 第２濃度区 1900倍 
 
［回 収 率］ ［定量下限濃度］ 

 試験水   85.9％ 試験水 第１濃度区  0.18 µg/L 
                第２濃度区  0.018µg/L 
 
 供試魚   84.5％ 供試魚        17   ng/g 
 
［実施機関］財団法人 化学物質評価研究機構 

 
 

 

経過 

 

 



整理番号 Ｋ－２６４Ｃ （ＮＥＤＯ ２５１，４－００１６） 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 

トリエチルジフェニル 事業対象年度  平成１６年度 契 約   年    月    日 契 約   年    月    日 

[別名：トリエチルビフェニル]  (42343-17-9) 試験期間 16. 7.27～16. 9.13 試験期間   .  .  ～  .  .  試験期間   .  .  ～  .  .   

試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 試験装置   標 ・ 揮 

試  験  濃  度 試  験  濃  度 試  験  濃  度 

有機物質  100 mg/L 

 

汚  泥   30 mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

構造式（示性式）・物理化学的性状 
 

(C2H5)n(C2H5)m

m + n = 3  
m,n は整数 

＊１ 79.5％ 

＊１

3

log Kow = 6.87 

熱媒体 

本試験期間 ４ 週間 本試験期間   週間 本試験期間   週間 

分子式 Ｃ１８Ｈ２２ 分子量 ２３８.３７ BOD   0,  0,  0  (0)％     

純 度  外 観  淡黄色透明液体 

間
 

接   

間

接   

間
 

接   

G C   5,  1,  1  (2)％     

      

試

験

結

果
直
 

接

  

試

験

結

果
直

接

  

試

験

結

果
直
 

接

  

不純物 （物質名，含有率） 
 

テトラエチルビフェニル  1.0％ 

その他(有機物) 19.5％ 

審査部会 第 ４７ 回 
 
 １７年 ９月３０日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

審査部会 第   回 
 
   年  月  日開催 

融 点 
-120～20℃で明確な融
点は認められなかった。 

溶解度（対水，その他） 
 

対水(25℃)(カラム溶出法) 
ピーク A  2.67µg/L 
ピーク B  0.502µg/L 
ピーク C 15.5µg/L 
ピーク D  5.73µg/L 
ピーク E  0.409µg/L 

対アセトニトリル 10 g/L 以上 
対ヘキサン 10 g/L 以上 
対 2-メトキシエタノール 

 10 g/L 以上 判 定  判 定  判 定  

沸 点 300℃以上 

密 度 0.9669 g/cm  

１－オクタノール／水分配係数 

（Kowwin v 1.66 による計算値）

ＬＤ５０  

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 

安定性 

 

用 途＊２ 

生産量（  年）  

   年    月    日

備 考 
 
1.回収率 

（ 水 ＋被験物質）系 97.8％ 

（汚泥＋被験物質）系 97.8％ 

 

2.実施機関 

・財団法人 化学物質評価研究機構 

 

 

 
 
3.特記事項 

・提供試料を GC で分析したところ、34 本のピークが検出された。この

うち定量可能な被験物質ピーク 5本を本試験において定量した。 
 

各ピークの分解度(GC) 

4705 の化学商品（化学工業日報社）による。 

 

分解度（％） 
 

1 2 3 平均 

ピーク A 5 1 0 2 

ピーク B 6 0 0 2 

ピーク C 5 1 1 3 

ピーク D 5 1 1 2 

ピーク E 1 0 0 0 
   試 料  

経済産業省公報発表年月日

*1 GC による。  *2 1

 



 

濃縮度試験 事業対象年度  平成１５年度 毒 性 試 験 

試験期間 １５．１２． ８ ～ １６． ７．１５ 

試験装置   揮  LC50値 >2.00mg/L(96hr)魚種(ヒメダカ) 標 ・

水槽設定濃度 (µg/L) 

依

頼

  年  月  日 

分  散  剤 
 

被験物質 
2-メトキシエタノール HCO-40  

第 1 濃度区 7.95 20000 50  

第 2 濃度区 0.795 20000 5  

脂質含有率
開始前 3.30％ 
終了後 4.73％ 魚種(コイ) 

濃 縮 倍 率 ピーク A 濃 縮 倍 率 ピーク B 

 7 日後 21 日後 35 日後 48 日後 60 日後 70 日後 7日後 21 日後 35 日後 48 日後 60 日後 70 日後

水槽濃度 (µg/L) 7.27 8.36 8.42 8.41 7.90  水槽濃度 (µg/L) 7.57 8.09 8.25 8.45 8.26  

1000 2900 2100 2100 2600  590 1300 780 1100 1200  
第 

1 倍  率 
1300 1800 2700 2300 2500  

第

1 倍  率 
650 1000 1300 1200 1200  

水槽濃度 (µg/L) 0.656 0.710 0.747 0.824 0.833 0.726 水槽濃度 (µg/L) 0.691 0.769 0.774 0.778 0.735 0.646

2200 5800 3000 6200 6200 5600 780 1200 950 1300 1900 1500 
第 

2 倍  率 
2400 4000 5100 6000 7000 3900

第

2 倍  率 
820 1900 1100 1400 1700 1300 

審査部会 第 ４７ 回 １７年  ９月 ３０日 開催 

判定結果  

備 考  ［検出器］GC-MS 

［定常状態における濃縮倍率］ 第１濃度区 2400倍 

 第２濃度区 5800倍  
 
［回 収 率］ ［定量下限濃度］ 

 試験水   96.3％ 試験水 第１濃度区  0.16 µg/L 
                     第２濃度区  0.016µg/L 
 
 供試魚   91.7％ 供試魚        29   ng/g 

  
［実施機関］財団法人 化学物質評価研究機構 

備 考  ［検出器］GC-MS 

［定常状態における濃縮倍率］ 第１濃度区 1100倍 

 第２濃度区 1600倍  
 
［回 収 率］ ［定量下限濃度］ 

 試験水   97.7％ 試験水 第１濃度区  0.61 µg/L 
                     第２濃度区  0.061µg/L 
 
 供試魚   95.3％ 供試魚        110  ng/g 

  
［実施機関］財団法人 化学物質評価研究機構 

 
 

 

経過 

 
 
 



 

濃縮度試験 事業対象年度  平成１５年度 毒 性 試 験 

試験期間 １５．１２． ８ ～ １６． ７．１５ 

試験装置   揮  LC50値 >2.00mg/L(96hr)魚種(ヒメダカ) 標 ・

水槽設定濃度 (µg/L) 

依

頼

  年  月  日 

分  散  剤 
 

被験物質 
2-メトキシエタノール HCO-40  

第 1 濃度区 7.95 20000 50  

第 2 濃度区 0.795 20000 5  

脂質含有率
開始前 3.30％ 
終了後 4.73％ 魚種(コイ) 

濃 縮 倍 率 ピーク C 濃 縮 倍 率 ピーク D 

 7 日後 21 日後 35 日後 48 日後 60 日後 70 日後 7日後 21 日後 35 日後 48 日後 60 日後 70 日後

水槽濃度 (µg/L) 8.00 8.85 8.43 7.51 7.97  水槽濃度 (µg/L) 7.81 8.58 8.44 8.00 8.42  

790 1900 1400 1700 1900  710 1600 1100 1300 1700  
第 

1 倍  率 
1000 1200 1900 2000 1700  

第

1 倍  率 
820 1100 1500 1600 1500  

水槽濃度 (µg/L) 0.703 0.746 0.740 0.702 0.715 0.650 水槽濃度 (µg/L) 0.702 0.763 0.764 0.775 0.773 0.734

2000 3300 2200 4200 5500 5900 1400 2000 1400 2500 3700 2700 
第 

2 倍  率 
1900 3300 3100 4700 6200 4000

第

2 倍  率 
1500 2600 1900 2600 3200 2100 

審査部会 第    回   年   月   日 開催 

判定結果  

備 考  ［検出器］GC-MS 

［定常状態における濃縮倍率］ 第１濃度区 1800倍 

 第２濃度区 5300倍  
 
［回 収 率］ ［定量下限濃度］ 

 試験水   90.9％ 試験水 第１濃度区  0.21 µg/L 
                     第２濃度区  0.021µg/L 
 
 供試魚   92.1％ 供試魚        41   ng/g 

  
［実施機関］財団法人 化学物質評価研究機構 

備 考  ［検出器］GC-MS 

［定常状態における濃縮倍率］ 第１濃度区 1400倍 

［ばく露期間における濃縮倍率］ 第２濃度区 1400～3700倍  
 
［回 収 率］ ［定量下限濃度］ 

 試験水   91.8％ 試験水 第１濃度区  0.10 µg/L 
                     第２濃度区  0.010µg/L 
 
 供試魚   90.5％ 供試魚        19   ng/g 

  
［実施機関］財団法人 化学物質評価研究機構 

 
 

 

経過 

 
 
 



 

濃縮度試験 事業対象年度  平成１５年度 毒 性 試 験 

試験期間 １５．１２． ８ ～ １６． ７．１５ 

試験装置   揮  LC50値 >2.00mg/L(96hr)魚種(ヒメダカ) 標 ・

水槽設定濃度 (µg/L) 

依

頼

  年  月  日 

分  散  剤 
 

被験物質 
2-メトキシエタノール HCO-40  

第 1 濃度区 7.95 20000 50  

第 2 濃度区 0.795 20000 5  

脂質含有率
開始前 3.30％ 
終了後 4.73％ 魚種(コイ) 

濃 縮 倍 率 ピーク E 濃 縮 倍 率 加重平均 

 7 日後 21 日後 35 日後 48 日後 60 日後 70 日後 7日後 21 日後 35 日後 48 日後 60 日後 70 日後

水槽濃度 (µg/L) 7.49 8.06 7.92 7.74 8.44  水槽濃度 (µg/L)       

510 1000 770 820 680  610 1500 1100 1300 1400  
第 

1 倍  率 
530 1100 860 940 720  

第

1 倍  率 
760 960 1400 1500 1300  

水槽濃度 (µg/L) 0.701 0.771 0.716 0.713 0.844 0.710 水槽濃度 (µg/L)       

540 1100 920 1200 1300 1200 1400 2500 1600 3000 3900 3900 
第 

2 倍  率 
640 1600 1000 1600 1600 1100

第

2 倍  率 
1400 2400 2300 3300 4200 2700 

審査部会 第    回   年   月   日 開催 

判定結果  

備 考  ［検出器］GC-MS 

［定常状態における濃縮倍率］ 第１濃度区  790倍 

 第２濃度区 1300倍  
 
［回 収 率］ ［定量下限濃度］ 

 試験水   106 ％ 試験水 第１濃度区  1.1 µg/L 
                     第２濃度区  0.11µg/L 
 
 供試魚   83.6％ 供試魚        240 ng/g 

  
［実施機関］財団法人 化学物質評価研究機構 

備 考  ［検出器］GC-MS 

 

  
 
被験物質は34成分の混合物である。BCFはピークA～Eの成分含量の 

加重平均を示す。 

 
 
 

  
［実施機関］財団法人 化学物質評価研究機構 

 
 

 

経過 

 

 

 



 

整理番号 Ｋ－１２３１ （５－０２５６） 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 分 解 度 試 験 

Ｎ－モノ又はジシクロヘキシル－２－ベンゾチアゾリルスルフェンアミド 指 示    6 年   6 月  28 日 指 示     年    月    日 指 示     年    月    日 

[Ｎ,Ｎ－ジシクロヘキシル－２－ベンゾチアゾリルスルフェンアミド 試験期間    6. 9.27～ 7. 2.15 試験期間     .  .  ～  .  .  試験期間     .  .  ～  .  .   

にて試験実施]  (4979-32-2) 試験装置    標 ・ 揮 試験装置    標 ・ 揮 試験装置    標 ・ 揮 

試  験  濃  度 試  験  濃  度 試  験  濃  度 

被験物質  100 mg/L 

 

汚  泥   30 mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

被験物質      mg/L 

 

汚  泥      mg/L 

構造式（示性式）・物理化学的性状 

S

N
S N

 本試験期間 ４ 週間 本試験期間   週間 本試験期間   週間 

分子式 Ｃ１９Ｈ２６Ｎ２Ｓ２ 分子量 ３４６.５５ BOD    0,  0,  0  (0)％   

99％以上 外 観  灰白色グラニュール状

間 
接  

間

接  

間 
接  

HPLC   4,  6,  0  (3)％   不純物＊１（物質名，含有率） 
 
2,2′-ジベンゾチアゾリルジスル

フィド(5-0265) 

試

験

結

果
直
 

接

 

試

験

結

果
直

接

 

試

験

結

果
直
 

接

 

 

溶解度（対水，その他） 

対水 1.9µg／L(25℃) 

 (フラスコ法) 

対アセトニトリル   1 g/L 以上 

対アセトン   1 g/L 以上 

対クロロホルム 100 g/L 以上 

対１－オクタノール 1.2 g/L 以上 

融 点＊１  103.5～105.5℃ 

判定部会   第２０１回 
 
    ７年 ３月２４日開催 

判定部会   第   回 
 
     年  月  日開催 

判定部会   第   回 
 
     年  月  日開催 

沸 点   300℃以上(褐色に変化する) 

１－オクタノール／水分配係数 

log Pow =4.80 以上 

（フラスコ振とう法） 判 定 難分解性 判 定  判 定  

蒸気圧  7.0×10－5 Pa 以下(100℃) 

比 重＊１  1.25 

 
 

ＩＲチャートの有無  有 ・ 無 

加水分解性（25℃の半減期） 
 

試験濃度 約0.20mg/L 

振とう 

pH4   4.92日 

pH7  18.6 日 

pH9 112   日 

有機ゴム薬品（加硫促進剤） 

生産量（ 年） 

 

通産省公報発表年月日   年   月   日 

備 考 
 
 

・回収率 

（ 水 ＋被験物質）系 96.5％ 

（汚泥＋被験物質）系 94.6％ 

 

備 考 
 
 

 

 

備 考 
 
 

 

 

純 度＊１ 

   

ＬＤ５０
   

用 途＊２  

試 料 

*1 提供先添付資料による。  *2 14705 の化学商品（化学工業日報社）による。 

 

 

 



 

 

濃縮度試験指示  ７年     ３月    ３０日 

  第 1･2 ７．１０．１３～８．２．１５ 
  第 3  ７．１２．１２～８．２．１５ 

試験期間 ８．５．２０～８．１２．１８ 試験期間 １２．１１．２４ ～ １３． ２．１６ 

試験装置 標 ・ 揮 LC50値 >130 mg/L(48hr)魚種(ヒメダカ) 試験装置 標・揮 LC50値 >250 mg/L(96hr)魚種(ヒメダカ) 

水槽設定濃度 (µg/L) 
 
水槽設定濃度 (µg/L) 
 

水槽設定濃度 (µg/L) 

分 散 剤 分 散 剤 分 散 剤  

被験物質
HCO-20 

オ リ ー ブ

油 
 

 

被験物質
HCO-20 

オリーブ

油 

 
 

 

 被験物質
HCO-20 ｵﾘｰﾌﾞ油  

第 1濃度区 1000            20000 20000 第 4 濃度区 1 20 20 第 6濃度区 0.01 0.2 0.2

第 2濃度区 100             2000 2000 第 5 濃度区 0.1 2 2

第 3濃度区 10              200 200

濃縮倍率 脂質含有率 魚種(コイ) 濃縮倍率 脂質含有率 魚種(コイ) 濃縮倍率 脂質含有率 魚種(コイ) 

２Ｗ ４Ｗ ６Ｗ ８Ｗ １０Ｗ ２Ｗ ４Ｗ ６Ｗ ８Ｗ １０Ｗ 14 日後 21 日後 29 日後 35 日後 42 日後

水槽濃度 (µg/L) 947       947 948 953 954 水槽濃度 (µg/L) 0.854 0.836 0.826 0.826 - 水槽濃度 (µg/L) 0.00981 0.00912 0.00902 0.00928 0.00914 

15          21 25 43 30 1750 3820 2900 2720 - 3800 3000 6800 4600 4900
第 

1 倍  率 
24          24 19 80 25

第

4 倍  率 
1150 2830 3950 3140 -

第

6 倍  率 
5400 2800 5100 6800 7700

水槽濃度 (µg/L) 94.8 94.1         94.3 94.6 - 水槽濃度 (µg/L) 0.0737 0.0779 0.0795 0.0807 - 

74            316 188 156 - 3380 7310 5960 7200 -
第 

2 倍  率 
96            118 242 158 -

第

5 倍  率 
4310 4870 6460 6010 -

 

水槽濃度 (µg/L) 9.65 9.71              9.70 9.69 -  

505               762 916 651 -
第 

3 倍  率 
331               538 618 527 -

  

審査部会 第 ４７ 回 １７年  ９月 ３０日 開催 

判定結果  

備 考 

［ばく露期間における濃縮倍率］ 第１濃度区  15～ 80倍 

 第２濃度区  74～316倍 

 第３濃度区 331～916倍 

［回 収 率］ ［定量下限濃度］    
 試験水 第３濃度区 97.3％ 試験水 第１濃度区 19   µg/L
      第２濃度区  1.9 µg/L
      第３濃度区  0.19µg/L
 供試魚 第１,第２濃度区 85.8％ 供試魚 第１,第２濃度区 220  ng/g
     第３濃度区 90.2％     第３濃度区  68  ng/g 

備 考 

［ばく露期間における濃縮倍率］ 第４濃度区 1150～3950倍 

 第５濃度区 3380～7310倍 

 

［回 収 率］ ［定量下限濃度］  
 試験水 第４濃度区 95.5％ 試験水 第４濃度区 0.021 µg/L
     第５濃度区 92.7％     第５濃度区 0.0025µg/L
 

 供試魚 第４,第５濃度区 85.6％ 供試魚 第４濃度区 26    ng/g
      第５濃度区 25    ng/g

備 考 

［定常状態における濃縮倍率］ 第６濃度区 6000倍 

 

 

［回 収 率］ ［定量下限濃度］ 

 試験水 第６濃度区  95.3％ 試験水 第６濃度区  0.00047µg/L 
 

 供試魚 第６濃度区  90.1％ 供試魚 第６濃度区  2.5    ng/g 

       

開始前 2.58％ 
終了後 2.10％ 

第 4濃度区 4.0％ 
第 5濃度区 3.7％ 

第 1,第 2濃度区 3.9％
第3濃度区 4.0％

試験期間 

 




